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妄

想

の

一

考

察

佐

々

木

容

道

「妄
想
」
と
い
う
言
葉
は
今
日
、
し
ば
し
ば
心
理
学
的
な
意
味
、
即
ち

「根
拠
の
無
い
主
観
的
な
信
念
」
と
か

「病
的
な
状
態
か
ら
生

　

じ
た
誤

っ
た
判
断
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
精
神
医
学
者
の
宮
本
忠
雄
氏
に
よ
れ
ば
、

ど
う
い
う
経
緯
で

「妄
想
」

の
語
が
、

　

伍
o
ご
匹
0
6

に

対

応

す

る
言

葉

と

し

て
選

ば

れ

た

の
か

明

ら

か

で
な

い
と

い
う
事

だ

が
、

宮

本

氏

も

認
め

る
通

り

、

元

を

正

せ
ば

、

こ

の

の

「妄
想
」
は
仏
教
用
語
で
あ
り
、
中
国

・
日
本
の
仏
教
に
於
い
て
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
、
人
間
の
内
面
の
否
定
さ
る
べ
き
側
面
を

示
す
語
で
あ
る
。
後
述
す
る
様
に
、

「妄
想
」
は
主
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

く
涛
巴
℃
p

冨
H障
巴
饗

な
ど
、
語
根

く
詠
奪

の
派
生
語
か

ら
訳
さ
れ
て
お
り
、
上
田
義
文
氏
が

「妄
念
論
」
の
中
で
、

『大
乗
起
信
論
』
巾
の
妄
念
や
妄
想
心
を
、

「
凡
夫
の
顛
倒
せ
る
分
別
を
意

ら

に

味

し
、
…
…
虚
妄
分
別
に
他
な
ら
な
い
。」
と
説
明
す
る
様
に
、
虚
妄
な
想
念

で
あ
り
、
妄
り
な
分
別
構
想
作
用
で
あ
る
。

本
論
で
私
は
、
禅
の
教
理
に
用
い
ら
れ
る

「妄
想
」
の
、
思
想
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
ま
ず
、
初
期
禅
思
想
と
関
わ
り
を
持

ゆ

つ

『樗
伽
阿
祓
多
羅
宝
経
』
(
以
下

『四
巻
樗
伽
』
と
略
記
)
の

「妄
想
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
次
に
、
「妄
想
」
の
古
い
適
用
例
を
漢
訳

仏
典
に
探
り
、
更
に
、

「妄
想
」
と
漢
訳
さ
れ
る

≦
訂
ゼ
P

嚇
H涛
巴
駆

な
ど
の
特
性
を
調

べ
、
最
後
に
、

『
四
巻
樗
伽
』
の

「妄
想
」

と
禅
録
や
禅
論
書
の

「妄
想
」
と
の
関
係
に
触
れ
て
、
小
論
を
終
え
た
い
。
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ゆ

唐
代
の
禅
僧
、
溌
州
無
業

(七
六
〇
ー
八
二

一
)
は
、
学
人
の
質
問
に
対
し
て
多
く

「莫
妄
想
」

(妄
想
す
る
な
か
れ
)
と
答
え
、
六

祖
慧
能

(六
三
八
ー
七

=
二
)
は
風
が
動
く
か
旗
が
動
く
か
を
言
い
争

っ
て
い
る
僧
た
ち
と
異
り
、
印
宗
法
師
に
対
し
て
、
衆
生
の
妄
想

　

ゆ

や

　
じ

心
が
動
く
の
だ
と
答
え
た
と
い
う
。
こ
の
内

「莫
妄
想
」
は
、
雲
門
文
橿

(八
六
四
ー
九
四
九
)
の
言
葉
で
も
あ
り
、

こ
の
言
葉
が
示
す

様
に
、
禅
で
は
、
妄
想
分
別
を
離
れ
て
無
心
に
生
き
る
事
が
要
求
さ
れ
、
慧
能
の
言
葉
が
示
す
様
に
、
外
的
対
象
で
は
な
く
、
我
々
の
内

面
の
妄
想
心
の
在
り
方
が
問
題
に
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に

「妄
想
」
は
、
禅
に
於

い
て
も
極
め
て
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
語
録
や
禅
論
書
に

よ
く
現
れ
る
の
だ
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
漢
訳
経
典
に
由
来
す
る
用
語

で
あ
り
、
漢
訳
経
典
に
基
づ
い
て
、
禅

で
も
用
い
ら
れ

㈱

た
言
葉
で
あ
る
。

そ

こ
で
こ
の
章
で
は
、
禅
に
於
け
る

「妄
想
」
の
特
質
を
理
解
す
べ
く
、
初
期
禅
思
想
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
求
那
践
陀
羅
訳
の

『四

巻
楊
伽
』
に
記
さ
れ
る

「妄
想
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

『
四
巻
樗
伽
』
は
比
較
的
多
く

「妄
想
」
と
い
う
語
を
含

み
、

『樗
伽
経
』

㈲

の
他
の
二
訳
と
比
べ
て
も
、

「妄
想
」
と
い
う
訳
語
が
多

い
。

そ
こ
で
ま
ず
、

「妄
想
」
の
何
た
る
か
を
記
し
た
部
分
を

『四
巻
棚
伽
』
か
ら
引
用
す
る
と
、
衆
生
の
迷
い
と
悟
り
と
の
様
相
を
示
す　

五
法

(
相

・
名

・
妄

想

・
如

如

・
正

智

)

を

説

明

し

た
部

分

で
、

「
妄

想

」

は

、

(
a
)

「
大

慧

。

彼

妄

想

者

。

施

二
設

衆

名

鱒
顕

三
示
諸
相

ご

あ

ゆ

・

(
b
)

「
施

ご
設

衆

名

一
顕

三
不
諸

相

輔

瓶

等

心

心
法

。
是

名

二
妄

想

ご

と

記

さ

れ

て
お

り

、

他

の
部

分

で

は
、

(
c
)

「
妄

想

説

二
所

想

ご

・

㈹

㈱

(
d
)

「
當

レ
離

一生

住
滅

一
異

倶

不
倶

有

無

非

有

非

無

常

無

常

等

悪

見

妄

想

ご

・
(
e
)

「
若

雷

二
一
異

一者

。

是

外

道

妄

想

。
」
・
(
f
)

「
観

三

㈲

鋤

察
世
妄
想
、
如
二
幻
夢
芭
蕉
ご

・
(
9
)
コ

切
三
有
皆
是
不
実
妄
想
所
生
。」

・

(h
)
「
若
菩
薩
摩
詞
薩
欲
レ知
二自
心
現
量
摂
受
及
摂
受

ゆ

者

妄

想

境

界

司

當

レ
離

二
群

聚

習

俗

睡

眠

こ

な

ど

と

説

示

さ

れ

る

。

こ

の
内

、

最

初

の

五
法

の
教

理
は

、

『
喩

伽
師

地

論

』

の
摂

決

択
分

に
も

存

在

し
、

そ

こ
で

は

「
妄

想

」

即

ち

「
分

別

」

が

、

「
分

別

と

は
何

か

。

三

界

に
属

す

る

心

心

所
法

で

あ

る

。
」

(
讐

節
日

も
霞

慧
o
αQ

窓

αQ
巴

営

コ
溝

＼

犀
冨

ヨ
。・
αq
鍔

ヨ

き

。。
壊

o
傷

b
9
、一
。。
①
ヨ
。。

畠

渉

。・
Φ
ヨ
。・
冨
。。
ξ

¢
5。
げ
⇔
、一
。
げ
o
ω
H
葛

ヨ
。。

ωo
)

と

記

さ

れ

て

い
る

が
、

(
b

)

の
原
文

で
も

、

分

別

(
〈
停
巴
冨

)

が

「
心

心

所

と

名

づ
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け

ら

れ

る

も

の
」

(
o
葺

櫛
o
巴
暮
霧
鎖
ヨ
鐙
げ
岳
8
)

と

説

明

さ

れ

て
お

り

、
両

記
述

が
同

一
の
教

理

に
基

づ

い

て

い

る
事

が

判

る

。

又

(
a
)

(
b
)

に
共

通

す

る

「
施

二
設
衆

名

↓
顕

三
不
諸

相

ご

と

い
う

訳

文

は
、

「
そ
れ

に

よ

っ
て
、

名

を

顕

示

し
、

相

を

明

ら

か

に
す

る

、

…

…

」

(
矯
自

⇔

鼠

日
①

。・
鋤
ヨ
&

冒
昌

魯
一
＼
巳
巳

簿
磐

団
践

智
犀
o
目
:

・
)
と

い
う

原

文

に
基

づ

い

て
お

り

、

『
大

乗

義

章

』

に
も

同

様

の
事

が

、

「
言

二

妄

想

一者

。

即
前

二
立

名

一取

レ
相

之

心

。

虚

構

不

レ
真

。

名

為

二
妄

想

ご

と

記

さ

れ

て

い

る

。
次

に

(
c
)

は
、

「
分

別

す

る
事

は
、

分

別

さ

　

れ

た

も

の

〔
を

表

わ

す
〕

と

言

わ
れ

て
お

り

、

…

…

」

(
犀
鉱
智

鼠

犀
巴
営
叶Φ
な

昆

$
弓
・
:

)

と

い
う

原

文

の
訳

だ

が

、

「
妄

想

」

が
所

想

で
あ

り

想
念

で
あ

る
事

は
、

(
a
)

(
b

)

の
叙

述

か

ら

も

納

得

で

き

る

。

で

は
誰

が

ど

の
様

に
妄

想

す

る

か
。

『
四

巻

携

伽

」

の
場

合

、

妄

想

す

る

の

は
外

道

や
愚

夫

な

ど

で
あ

り

、

彼

ら

は

、

(
d
)

(
e
)

に

示

さ

れ

る
様

に
、

一

(
①
犀
讐
く
⇔
)

異

(
9
翅

象
奉

)

無

(
鼠

。。
e

あ

有

(
g。
ω
ε

な

ど

の
諸

相

を

明

ら

か

に
す

る
と

い
う

仕

方

で
妄

想

分

別

し

、

そ

の
妄

想

は

、

「
自

心

所

現

の
所

取

・
能

取

と

し

て

現

わ

れ

る

分

別

の
境

界

を

完

全

に
知

ろ

う

と

欲

す

る

菩
薩

は

、
群

聚

・
聚

落

・
睡

眠

の
蓋

を

離

れ

て

い
る

べ
き

で
あ

る

。
」

(
げ
o
ユ
三
ω
葺
客

窪

鋤

の
く
?

。
葺

巴

抵
巻

αq
鼠

ξ

鋤
σq
感

ず
鋤
冨

く
涛
巴
冨

αq
。
8
建
ぢ

智

ユ
一鼠

ε

訂

ヨ
Φ
暴

。。
餌
ぢ
αq
巷

一惹

。・9
ぢ
。。舞
αQ
帥
巨

注

冨

巳
奉

轟
届

く
黄
讐
①
器

げ
冨

蜂

?

〈
巻

日

＼
)

と

い
う

原
文

に
基

づ

く

(
h
)

の
叙

述

の
様

に
、

自

心

現
量

に
於

け

る
摂

受

(
σq
岳
ゲ
巻

所

取

)

と

摂

受

者

(
σq
㌶

冨

犀
9。
能

取

)

と

い
う

形

で
存

在

す

る

。

又

、
自

心

現
量

(
ω
〈
碧

鐸

巴

林
巻

旨
卑
冨

唯
自

心

所

現
)

の
立

場

か
ら

は
、

世

間

は

虚
妄

な

る
妄

想

で
あ

る

。

そ
れ

故

に
、

(
f
)

の
場

合

、

「
世

間

を

、

芭

蕉

・
幻

の
如

く

分

別

さ

れ

た
も

の

と
見

る

べ
し

。
」

(
訂

山
聾

。。
犀
β。
巳

ゴ
嚢。
日

碧

似
ぴ
ゲ
9
ぢ

δ
ざ

壱

　

冨
⑫
&

<
涛
帥膏
富
ヨ

＼)
と
い
う
原
文
に
基
づ
い
て
、
「世
」
が

「妄
想
」
で
あ
り

「
如
二幻
夢
芭
蕉
こ

だ
と
説
明
さ
れ
、
(
9
し

で
は
、

三
有
が
不
実
妄
想

(9ぴ
ゲ
ロ
富
く
涛
騎。一醤

虚
妄
分
別
)
か
ら
生
ず
る
と
述
べ
ら
れ
、
妄
想
の
虚
妄
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
妄
想
は
生
じ
る
の
か
。
次
に
、

『
四
巻
榜
伽
』
中
、
妄
想
の
生
ず
る
原
因
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
を
、
原
文
と
共
に
引

用
す
る
。

㈱

e

(
i
)
「
我

説

下
妄

想

従

二
種
種

不

実

義

計

著

一生

超
(
己
⇔
ヨ

ぎ

閤

け
Φ
ヨ
四
愚

三
犀
鋤
ゼ
。
♂
ゴ
密
鐸
夢

⇔
〈
蝕
。
一嘗
矯
巴

鋤
び
甑
巳
く
①
総

壱

鎚
く
⇔
巨
帥
9

㈱

:

●
三

＼
＼
)

「
分

別

は
、

虚
妄

な

る
対

象

を

種

種

に

す

る

と

い
う
愛

着

か

ら
生

ず

る

と
、

私

は
言

う

。
」

・

(
ー
)

「
不

レ
能

レ
覚

二
知

自

心

現
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㈱

㈲

量

幻
而

生

二
妄

想

ご

(
。・
<
8

窪

巴

林
巻

ヨ

鐸
鼠
宗

く
鋤
げ
o
象

鑑

訂

讐

旨
9
窟

く
涛
巴
b
⇔
ゲ

b
冨
く
霞
什
象
①
)

「
バ

ラ

モ

ン
よ
、

唯

自

心

所

現

を

覚

知
し
な
い
か
ら
・
分
別
が
生
ず
・」

・
(
k
)
「
不
レ掌
一彼
五
法
自
性
識
二
無
我
息

現
外
篁

凡
夫
妄
想
咽」

(讐

聾

①
§

.・蓉

冨

重

喜

§

冨
§
義

く
9垂

固き

巴
蓄

藝

巻
げ
罫

舞

慧

ー

甕

琶

く
坤喜

昌

屋

潜量

①

げ
毅

。
㌫

「五
法
と

〔三
〕
性
と

〔八
〕
識
と
二
無
我
と
、
自
心
所
現
の
外
的
存
在
の
無
を
覚
知
し
な
い
か
ら
、
愚
者
達
に
分
別
が
生
ず
。」

こ
の
内

(
i
)
で
は
、
「不
実
義
計
著
」
が
、
今
」
)
で
は
、
「不
レ能
レ覚
二
知
自
心
現
量
こ

が
、
(
k
)
で
は
、
五
法

や
自
心
現
外
性
を

覚
せ
ざ
る
事
が

「妄
想
」
(〈
涛
巴
冨
)
の
生
ず
る
原
因
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
真
実
の
道
理
を
覚
知
せ
ず
、
と
り
わ
け
、

外
的
対
象
が
唯

自
心
所
現
で
あ
り
虚
妄
で
あ
る
事
を
覚
知

(
9奉
ぴ
o侮
冨
)
せ
ず
、
対
象
に
愛
着
す
る
か
ら
、
妄
想
が
生
ず
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
従

っ
て

逆
に
、
自
心
現
量
な
ど
を
覚
知
す
る
事
に
よ

っ
て
、
妄
想
が
生
じ
な
く
な
る
と
言
え
る
。
『
四
巻
樗
伽
』
に
は
そ
の
事
が

「
覚
二了
有
無
自

㈱

㈲

心

現

量

司

妄

想

不

レ
生

不
レ
受

二
外

塵

一妄

想

永

息

。
」

・

「
善

覚

二
知

自

心

現

量

司
見

二
人
無

我

及

法

無

我

相

輔
妄

想

不

レ
生

。
」

・

「
但

覚

二
自

㈲

㈹

心

現

量

鱒

妄

想

不

レ
生

。
」
・

(
1
)

「
不

レ
識

二
心

及

縁

鱒

則

起

三

一妄

想

舶

了

二
心

及

境

界

↓

妄

想

則

不

レ
生

。
」

な

ど

と
記

さ

れ

、

妄

想

を

除

㈹

去
す

る
為
に
、
心

(
9
寓
P)
や
境
界

(曾
い嚇
)
の
実
相
即
ち
、
自
心
現
量
の
覚
知
が
必
要
で
あ
る
事
が
強
調
さ
れ
る
。

で
は
、
妄
想
が
生
じ
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
『四
巻
娚
伽
』
で
は
、
妄
想
が
除
去
さ
れ
て
生
じ
て
な
い
状
態
が
、
(
m
)
「妄
想
不
レ生

㈹

㈹

者

。

空

無

相

無

作

。

入

三
二
脱

門

哨
名

為

二
解

脱

ご

・
(
n
)

「
妄

想

識

滅

、

名

為

二
浬

葉

ご

・
(
o
)

「
浬

藥

者

。

聖

智

自

覚

境

界

。

離

二
断

常
妄
想
性
非
伽
ご

●
(
p
)
蕪

始
虚
偽
遇
悪
妄
想
習
気
因
滅
・
息

現
知
外
義
・
妄
想
身
転
・
駄

・」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
・
こ
の

内

、

最

初

の

(
m
)

は

、

「
分

別

が
生

じ

な

い
者

は

、

無

相

・
空

・
無

願

の
三
解

脱

に

入

る

の

で
、

解

脱

せ

る
者

と

言

わ

れ

る

。
」

(
碧

雷
・

　

<
葺

一く
涛
鉱
窓

。。
愚

巳
旨
即
け
縁
o
身

讐
碧

舜

嘗
三
富
鼠
日
o
訂

鵯
旨
愚

奉

鼠
冨
口

日
昆

鼠

一受

琴

饗

9

＼
＼
)

と

い
う

原

文

の

訳

で

、
妄

想

の
不

生

に
よ

っ
て
三

解

脱

に

入

り

解

脱

す

る
事

を
示

し
、

(
n
)

は

、

「
分

別

を
伴

う
意

識

の
滅

が
、

浬

薬

と

言

わ

れ

る

。
」

(
三
閃
巴
℃
路

霧

醤

　

ヨ
⇔
口
o
〈
ご
ま

麸

。。饗

く
愚

く
葺

罵

巳
H
畠

届

ヨ

津
団

暮

春

9
)

と

い
う

原

文

の

訳

で
、

妄

想

識

の
滅

が
浬

繋

で
あ

る

事

を

示

し

て

い

る
。

又

(
・
)

で
は

、

「
浬

禦

は

、

聖

知

に
よ

る
自

内

証

の
境

界

で
あ
り

、

常

断

の
分

別

や
有

無

を

離

れ

て

い
る

。
」

(
葺

畠

届

ヨ

母

旨

冒
甲
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㈹

づ
巷

舜
な

鋒
B
⇔
αq
p
江
αq
o
o
霞
鎚
槽

鍬

珍
葺
o
o
o
ゲ
o
餌
9。
〈
涛
巴
娼
p
げ
げ
91
畠

げ
ゲ
鋤
く
⇔
〈
貯
錠

旨
9
ヨ

＼
)

と

い
う

原

文

に

基

づ

い

て
、

浬

藥

が
、

聖

知

自

覚

境

界

で
あ

り
妄

想

を

離

れ

た
も

の

で
あ

る
と

述

べ
ら

れ

、

(
P
)

で

は
、

「
大

慧

よ

、
自

心

所

現

の
外

界

の
対

象

を

遍

く

知

る

事

に
よ

り

、

無

始

時

来

の
戯

論

の
麓

重

な

る
分

別

の
習

気

の
因

を

滅

し

、

分

別

の
根

拠

を

転

換

す

る
事

が
解

脱

で
あ

り

、

…

…
」

(
国
畠

象
犀
鋤
巷

冨

℃
?

諏
8
畠

蕊

旦

巻

く
涛
,。
冒

く
鋤
。・§

鋤
冨

ε
〈
ぎ
訂

三

噌

旨
鋤
ゲ
鋤
日
簿
・

。・
く
a

器

貸

⑫

⇔
9

ゲ
愚

誉
訂

冨

ユ

諮

昌
鑑

≦
冨

一窓

。。冨

玲
躇

碧

註

く
嘱
三

同

ヨ
慧

塁

窒

景

鯛)
と
い
う
原
文
に
基
づ
い
て
・
無
始
来

の
鷹

過
悪
妄
想
の
習
気
の
因
を
滅
し
、
妄
想
身
を
転
じ
て
解
脱
す
る
事
が

述

べ
ら
れ
、
妄
想
の
習
気
の
存
在
す
る
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
叙
述
か
ら
、
解
脱
や
浬
繋
が
妄
想
の
生
じ
て
い
な
い
状
態
で
あ

り
、
妄
想
を
滅
し
て
人
は
解
脱
し
浬
藥
に
入
る
と
い
う
事
が
判
る
。

と
こ
ろ
で
唯
識
思
想
で
は
、
衆
生
の
三
種
の
存
在
形
態
を
示
す
三
性
説
が
説
か
れ
る
が
、

『四
巻
樗
伽
』
で
は
、
三
性
が

「妄
想
自
性
」

「
縁
起
自
性
」

「成
自
性
」
と
訳
さ
れ
、
妄
想
自
性

(窓
H岸
巴
嘗
餌
-。。奉
げ
冨

く
⇔)
に
つ
い
て
、

「依
二縁
起
自
性
{
種
種
妄
想
自
性
計
著

鞠
・」

●

「名
相
計
著
相
者
・
…

事
相
計
著
相
者
・
:
…

是
名
三

種

妄
想
自
性
撫

」

・
「云
何
妄
想
自
性
分
別
通
相
・
謂
言
説
妄
想
。

所
説
事
妄
想
。
相
妄
想
。
利
妄
想
。
自
性
妄
想
。
因
妄
想
。
見
妄
想
。
成
妄
想
。
生
妄
想
。
不
生
妄
想
。
相
続
妄
想
。
縛
不
縛
妄
想
。
是

名
妄
想
自
性
分
別
熟

・」
な
ど
と
説
明
さ
れ
・
成
自
性

(冒

喜

雇

琴

.・書

訂

く
餌
完
成
さ
れ
た
存
在
形
態
)
に

つ
い
て
、
「離
二
名
相

事
相
妄
想
司
聖
智
所
得
及
自
覚
聖
智
趣
所
行
境
界
。
是
名
二成
自
性
如
来
蔵
心
ご

・

「
離
二不
実
妄
想
司
是
名
二如
如

↓
…
…
正
智
及
如
如
。

是
則
為
二成
相
こ

な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
叙
述
か
ら
、

種
種
の
妄
想
を
内
容
と
す
る
妄
想
自
性
は
、

縁
起
自
性

(℃
魯
挙

冨
艮
雷
-。・奉
げ
冨
く
蝉
他
に
依
存
す
る
存
在
形
態
)
に
依
る
も
の
で
、
事
相

(〈
器
ε
巳
ヨ
葺
9
事
物
の
因
相
)
と
名
相

(鼠
旨
⇔
名
)
と
に

対
す
る
執
着

(⇔げ
窪
巳
く
o
鐙
)
で
あ
り
、
妄
想
を
離
れ
る
事
に
よ

っ
て
、
成
自
性

へ
と
転
ぜ
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
事
が
判
る
。

以
上
の
様
に

『四
巻
樗
伽
』
で
は
、
相
を
顕
示
し
名
を
施
設
す
る
、
愛
着
を
伴

っ
た
妄
り
な
分
別
構
想
作
用
、
或

い
は
、
妄
り
で
虚
妄

な
想
念
が

「妄
想
」
と
さ
れ
、
自
心
現
量
な
ど
の
真
実
相
を
覚
知
す
る
事
に
よ

っ
て
、
妄
想
が
生
じ
な
く
な
り
、
解
脱
す
る
と
述
べ
ら
れ
、

妄
想
を
離
れ
た
成
自
性
の
あ
り
方
が
要
求
さ
れ
る
。



そ
れ
で
は
、
こ
の

「妄
想
」
と
い
う
語
は
、

『四
巻
榜
伽
』
以
前
に
翻
訳
さ
れ
た
経
典
中
、

る
か
。
続
い
て
、
初
期
漢
訳
経
典
に
お
け
る

「妄
想
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ど
の
程
度
ま
た
ど
の
様

に
用
い
ら
れ
て
い

O

二
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『
四
巻
樗
伽
』
に
先
行
す
る
漢
訳
経
典
の
場
合
、
古
い
も
の
程
、
経
中
に
現
わ
れ
る

「妄
想
」
の
数
が
少
な
い
。
で
は
い
つ
頃
か
ら
、

仏
教
特
有
の

「妄
想
」
と
い
う
訳
語
は
用
い
ら
れ
て
い
る
か
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
ま
ず
後
漢
時
代
に
訳
さ
れ
た
経
典
を
調

べ

る
と
、
内
藤
龍
雄
民
に
よ
り
、
訳
語
訳
文
か
ら
見
て
後
漢
の
も
の
と
な
し
得
な
い
と
も
言
わ
れ
、

『
出
三
蔵
記
集
』
で
失
訳
雑
経
中
に
含

㈲

㈲

ま
れ
る
が
、

『
歴
代
三
宝
記
』
で
後
漢
失
訳
と
さ
れ
る

『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
の
内
に
、

「妄
想
」
が
二
語
存
在
す
る
の
で
、
次
に
そ
の

部
分
を
記
す
。

夫
人
言
。
貧
悉
所
生
皆
由
二嫉
妬
司
諌
レ悪
以
レ
忍
。
諫
レ怒
以
レ順
。
我
従
レ
生
已
来
。
未
一一曾
与
レ物
共
諄
司
諸
夫
人
者
自
生
二悩
害
司讐
如
下

有

人
夜
行
見
レ机
便
起
二賊
想
⑳
或
起
申
悪
鬼
之
想
加
尋
時
驚
怖
四
散
馳
走
。
或
投
二
高
巌
刃
或
覆
一一水
火
一℃
荊
棘
叢
林
傷
二
壊
身
体
↓

因
二

・…

㈲

妄

想

一
故

禍

害

如

レ
是

。

一
切

衆

生

亦

復

如

レ
是

。
自

生

自

死

。

如

二
騒

処

ワ繭

。

如

二
蛾

赴

ワ
燈

。

無

二
駆

馳

者

鱒

一
切
衆

悪
従

二
妄

想

一起

。

こ

れ

は
鹿

母

夫

人

の
言

葉

で
、

こ

こ

で
彼

女

は

、

夫

人

た

ち

が

自

ら
悩

害

を

生
ず

る

の

は
、

例

え

ば

夜

に

机

を

見

て
賊
想

や
悪

鬼

の
想

を

起

こ

し

、

逃

げ

回

っ
て
自

ら

を

傷

つ
け

る
様

な

も

の

で
、

自

ら

の
妄

想

に
よ

っ
て
禍

害

や

衆

悪

が

生

ず

る

と
述

べ
て

い

る
。

こ

の
内

「
妄

想

」

の
原

語

が
何

で
あ

る

か

は
、

原

典

や

原

典

か

ら

の
チ

ベ

ッ
ト

訳

が

存
在

し

な

い

の

で
判

ら

な

い
が

、
漢

訳

か

ら

の

チ

ベ

ッ
ト
訳

が
在

る

の

で

そ
れ

を

見

る

と

、

「
妄

想
」

の
部

分

が
、

「
誤

っ
た

想
念

を
縁

と

し

て
、

こ

の
様

な

災

い
に
遭

遇

す

る

。
」

(
、畠
⊆

誰
ω

δ
oq
智

、一

㈹

H
ξ

Φ
口

oq
覧
ω
島
。
に
帥

げ
鐸
、一
αq
昌
o
傷

冨

侮
9

9

霊
伽

山
o
)
・
「
全

て

の
過

失

は

、

真
実

な

ら
ざ

る
も

の
を

想

念

す

る

事

か

ら

生

ず

。
」

(
諏
窃

㈹

腿

島

⇔
巳

。。
8
自

三

ヨ
一
び
侮
①
口

冨

H
、伽
信

い
①
。・
冨

冨
。。

ξ

9

ω
9

＼
)

と

記

さ

れ

て

い
る
。

も

し

こ
れ

が

原

文

か

ら

の

チ

ベ

ッ
ト
訳

な

ら

、

巨

些
愚

と

⇔
。。・。
什
饗

と

が

「
妄

」
と

、

鈴
且

裁

が

「
想

」

と
漢

訳

さ

れ

た

と
も

考

え
得

る

。

し

か

し

実
際

は
、

「
妄

」

が

一。
σq

℃
p
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ヨ

一
び
自
o
昌

℃
p。
H

と

、

「
想

」

が

、傷
仁

諭

ω
と

チ

ベ

ッ
ト

訳

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。

㈹

後
漢
時
代
に
訳
出
さ
れ
た
他
の
経
典
を
調
べ
る
と
、

『
歴
代
三
宝
記
』
で
後
漢
失
訳
と
さ
れ
る

『受
十
善
戒
経
』

に

一
箇
所
、
「妄
想
」

を
含
む
文
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
不
婬
戒
の
五
功
徳
利
に
つ
い
て

「
三
者
鼻
根
嗅
レ香
。
當
レ知
下
是
香
従
二
八
風
一起
。
擬
風
鼓
動
愛
風
吹
来
。

㈱

花

等

諸
香

従

二
妄

想

一生

加
」

と
述

べ
ら

れ

、

諸

香

が
、

妄

想

か
ら

生

ず

る
と

知

る

べ
き

だ

と

さ

れ

る

が

、

こ

の
経

典

も

原

文

や

チ

ベ

ッ
ト

訳

と
対

照

で
き

ず

、

『
出

三

蔵

記

集
』

で
は

、
失

訳

雑

経

録

に

含

め

ら

れ

て

い

る

に
す

ぎ
な

い
。

そ
れ

以

外

の
後

漢

の
経

典

に

は

「
妄

想

」

の
語

が

見
当

た
ら

な

い
。

例

え

ば

、
安

世

高

訳

の
経

典

に

は
、

妄

見

・
妄

言

・
妄

笑

な

ど

の
訳

語

は

有

っ
て
も

「
妄

想

」

は

見

当

た

ら

ず

、

支

婁

迦

箋

訳

の

『
般
舟

三
昧

経

』

で
、

チ

ベ

ッ
ト
訳

の

皆
o
αq

冨

旨
Φ
似

。
ま

日
餌

げ
饗

ω
巴
σq

ヨ

Φ
自
娼
胃

＼

σq
巴

σq
尻

雅
。。
窟

。・
け
ま

.曾

ぎ

.α
=

ぎ

び

げ
o

＼
＼

αQ
遷

σq
ω
ざ

p

暮
o
αQ

冨

目
巴

℃
鎚

い
。
。。
び
巻

。・
富

。・
＼

巳

αq

σq
尻

αQ
巴

含

び
冨

ω
ξ

9

旨
一
。
訂

αq
。・
訟
》
＼

.
:

「
無

分

別

と

無

作

と

無
滅

と

を
知

る
事

に

よ

っ
て
、

こ

の
三

昧

を

得

る

。

全

て

の
色

を

、

分

別

す

る

事

な

く

知

っ
て
、

目

で

見

る
も

の

に
対

し

㈹

て
も

愛

着

せ

ず

、
」

の
部

分

が

、

「
無
想

無

作

亦

無

聞

。

是

為

下
解

ご
了

尊

仏

一道

加

見

二
一
切

色

一
不

二
想

念

刈

眼

無

レ
所

レ
著

」

と

漢

訳

さ

れ

、

葵

巴
饗

が

「
無

想

」

「
不
想

念

」

と

訳

さ
れ

た
事

を

示

す

部

分

は

有

っ
て
も

、

現

存

す

る

支

婁

迦

箋

訳

の
経

典
中

「
妄

想
」

と

い
う

語

は

見

当

た

ら

な

い
。

次

に
、

後
漢

に
続

く

三
国

時

代

に
漢

訳

さ

れ

た

経

典

を

調

べ
る

と

、

呉

の
支

謙

に

よ

っ
て
訳

さ
れ

た
経

典

に

二
語

「
妄

想

」

と

い
う

語

を

見

い
出

し

た
。

そ

の
内

の

一
つ
は

『
了

本

生

死

経

』

の

内

に

あ

り

、
不

明

(無

明
)

を
説

明

す

る
部

分

で
、

「
如

レ
是

但
従

二
六

種

一為

二

一
想

鱒
為

二
合

想

司

為

二
女

想

↓

為

二
男

想

舶
為

二
妄

想

司
為

二
身

想

刈

為

二
自

在

想

↓
為

三
強
自

在
受

二
若

干

種

刈

故

為

二
不

明

ご

と

、

地

種

・

水

種

・
火

種

・
風

種

・
空

種

・
識

種

の
六

種

に
従

う

諸

想

の

一
つ
に

「
妄

想

」

が

数

え

ら

れ

て

い
る

。

し

か

し
、

宋

元

明

三
本

・
宮

内

省

図

書

寮

本

で
は

「
妄

想

」

の
部

分

が

「
浄

想

」

で
あ

り

、

原

文

で
は
、

六

種

に
於

け

る

(
oo
⇔
餌
鮎
ゲ
鋤
け二
ω
鑑
)
諸

々

の
想

(
舞
ぢ
旨

餌
)
が

無

知

(
ε
コ
P
昌
鋤
)
と

し

て
捉

え

ら

れ
、

そ

れ

が
無

明

(
餌
く
凱
愚

)
だ

と

さ

れ

る

が

、

諸

想

の
内

に

、

一
想

(
①
パ
霧
効
ぢ
言
鋤
)
合

想

(
豆
弓
曾

器
ぢ
旨

凶
)

は

在

っ
て
も

、

「
妄

想

」

「
浄

想

」

に

相

当

す

る
語

は
存

在

し
な

い
。

又

も

う

一
つ

の
用
例

は
、

『
大

明

度

経

』

に
あ

り

、

そ

こ

で
は

、

「
善
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業
言
・
閾
士
不
作
是
求
妄
齢
L

と
い
う
表
現
の
内
に

妻

墾

が
用
い
、b
れ
て
い
る
・
し
か
し
・

宋
元
咀
三
本
で
は

「想
」

の
部
分
が

「
相

」

で
あ

り

、

原

文

で
も

、

「
ス
ブ

ー

テ

ィ
は
答

え

た
。

世

尊

よ

、

菩

薩

大

士

は

決

し

て

『
菩

薩

の
修

行

を

行

じ

な

が

ら
、

私

は

ど
う

し

た
ら

こ

の
世

で
相

(
特

徴

)
の
滅

を

獲

得

で
き

よ

う

か

。』

と

い
う
様

に
は

努

め

な

い
,。
」

(
鍔

げ
ゲ
痺
蹄

鋤
冨

出
⇔
。・
9
げ
ゲ
茜

9
討

昌

げ
o
山
窪
。・
?

洋
く
o
旨
⇔
冨

。・象
薯
餌
o
奉

ぢ

窟
p
謹

貯
9。
g

-冨

け冨

ヨ

餌
訂

ぢ

び
o
侮
ぼ
。・餌
暮
話

。
霞
愚

彊

。
舘
碧

づ
一訂

才
o
巳
旨
葺

巷

罠
訂

起

ヨ

餌
旨
ξ

鼠
宕

仁
愚

旨

一凱

＼
)
と

、

相

(
ロ
一B
　簿
9
)
と

い
う

語

が

用

い
ら

れ

て

い
る

。

従

っ
て
、

支

謙

が

用

い

た
訳

語

は

「
妄

想

し

で
は

な

く

「
妄

レ
相
」

で

あ
・り
、

「
妄

」

は

「
忘

」

か

「
亡
」

の
意

あ

る

い
は

同

音

適

用

で
あ

る

事

が

推

定

さ

れ

る

。

こ

の
様

に
、

右

記

の

二
例

と

も

「妄

想
」

で
あ

る
事

が

疑

わ

し

い
。

で
は
支

謙

は
、

後

代

し

ば

し
ば

「
妄

想

」

と

訳

さ

れ

た

く
岸
巴
℃
9。

な

ど

パ
巴
嚇

に
関

す

る
語

を

、

ど

の
様

に
訳

し

て

い

る

か

。

そ

れ

を

知

る

べ
く

、

次

に

『
維

摩

経

』

の
支

謙

訳

(
α
)
・
鳩

摩

羅

什

訳

(
β

)
・
チ

ベ

ッ
ト
訳

(
γ
)
を

挙

げ

て
対

比

す

る
◇

(
α
)

意

従

レ
思

有

レ
垢

。

㈹

(
β

)

妄

想

是
垢

。
無

二
妄

想

一是

浄

。

　

(
γ
)
・犀
⊆
昌

ε

嵩
o
αq

冨

三

ψ
o
ロ

ヨ
o
富

冨

。・
冨

＼
＼

旨

一
暮
o
αq

旨

o
ヨ

b
9
吋

ヨ

一
溝
o
σQ

℃
p

巳

轟

》

び
"
貯

昌
o

＼
＼

「
分

別

は

汚

れ

で

あ

り

、

無

妄

想

・
無

分

別

は

本

性

で

あ

る

8

.

・

、
・
、

　

(
α
、Y

空
復

誰

為

ρ
、答

日

。

思

想

者

也

。

彼

亦

為

レ
空

ゆ

、

(β

)

空

可

二
分

別

一耶

ゆ

答

日
。
,分

別

亦

空

。

六
7
)
2
9

も
斜

ゆ
一像

犀
§

ε

び
#
o
αq
も
母

建

ω
器

旨

＼
面
ヨ
♂

ψ
冨

＼

団
9

。n
鶏

暮
o
αq

窟

山
σ
矯
9

ω8

渉
廿
p
暮

⑦
.＼

「
空

性

は

分

別
.さ

れ
う

る

の
か

。

答

え

る

。

そ

の
分

別

は

又

空

で
あ

っ
て

、
」
.

(
α
)

是

病

皆

為

二
不

誠
之

思

一在

二
衆

労

一故

。
㈹

(β

)
此
病
皆
従
一一前
世
妄
想
顛
倒
諸
煩
悩

一生
。

㈲

(
γ
)

ロ
巴

巳

:

・

饗

渉

伽
⇔
αq

冨

ヨ
⇔

団
ぎ

娼
鋤

ざ

昌

ε

H
8
σq

智

、一
ゆ
o
ロ

ヨ

9

。。

冨

一霧

ξ

9

・・
8

＼
「
病

は

…

…

虚

妄

分

別

の

煩
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悩

か
ら

生

ず

。
」

こ
れ

ら

の

例

文

か

ら
判

る
様

に
、

後

秦

の
鳩

摩

羅

什

(
三

四

四

ー

四

=

二
?
)

に

よ

っ
て

「
妄

想

」

或

い

は

「
分

別
」

と

訳

さ

れ

た

。・
勢
ぢ
犀
巴
℃
斜

冨

目
涛
P。
一冨

を
、

支

謙

(
二
～

三

世

紀

)

は

「
思

」

「
思

想

」

と

訳

し

、

『
仏

説

維

摩

詰

経

』

中

「妄

想

」

と

い
う

訳
語

を

用

㈱

㈹

い
て
い
な
い
。
だ
が
同
経
中
、
9
嚢。
口
巻
づ
穿

臣

げ
鷲

日
二
ご

》

に
相
当
す
る
部
分
が

「不
レ
堕
二妄
見

一」と
訳
さ
れ
、
しご
轟
ゲ
ヨ
ε
巴
㌣

ω
昇
富

の

ヨ
器
鋤
愚
計
§

冨
ゲ
碧
9。
旨
器
碧
鋤島

冨
癖三

蜀
軸

に
相
当
す
る
部
分
が

『仏
説
梵
網
六
十
二
見
経
』

で

「不
二妄
鞠
こ

と
訳

さ
れ
る
な
ど
、
支
謙
訳
の
経
典
中
、
「妄
」
の
熟
語
は
多

い
。

続
い
て
三
国
時
代
後
の
西
晋
時
代
に
翻
訳
さ
れ
た
経
典
を
見
る
と
、
竺
法
護
に
よ

っ
て
訳
さ
れ
た
諸
経
典
中
に
、
多
く

「妄
想
」
と
い

　

う
語
が
存
在
す
る
。
竺
法
護
訳
の
経
典
以
外
で
は
、
晋
世
緻
焼
出
と
さ
れ
る

『
仏
説
決
定
毘
尼
経
』
の
中
に
、
諸

々
の
花
や
黄
金
の
宮
殿

に
如
何
な
る
作
者
も
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ら
が
分
別
に
よ

っ
て
確
立
さ
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
の
原
文

8
望

9。
営

訂
轟
ざ

鼠
ωけ、
旨
薗

犀
鋒

＼
続

旨

'・
.・け響

搾
節
喜

。
藩

u
㎎
＼
が

「
彼
亦
未
三曾
有
ご
作
者
喜

従
二妄
想
分
別

酬

」
と
訳
さ
れ
・
喜

p

が

「妄
想

分
別
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
徽
煙
と
は
竺
法
護
の
居
た
所
で
も
あ
る
事
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
、
竺
法
護
訳
の
経
典
に

「妄
想
」
の
語
を
探
す
と
、
原
典
と
対
照
で
き
る

『
正
法
華
経
』
に
二
語

「妄
想
」
が
存
在
す
る
が
、

そ
れ
は
原
文
と
対
応
し
な
い
の
で
、
次
に
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
対
照
で
き
る
経
文
を
三
例
挙
げ
る
。

(δ
)
是
故
天
子
欲
レ
見
二如
来
司
當
下
了
一一本
際
一莫
参
懐
ご妄
想
司

一冨

、一
ゴ

傷
Φ

臣

び
p
の
嵩

パ
ξ

&

飢
・

ぴ
"
ぎ

σq
い
。
σq
。・
冨

ぴ
ぎ

ぴ
母

.自
a

冨

＼

巨

訂

、
.餌
;

げ
g

含

。
ゲ
&

冨

ひ

饗

"
ま

＼

。
ゲ
琶

N
巴

ξ

9

旨

⇔
旨

冨

H

訂

け品

窓

N

巨

ぴ
鴇

、o

＼

そ

れ

故

に

デ

ー

バ
プ

ト

ラ

よ
汝

、

如

来

を

見

る

事

を

欲

す

る

な

ら

、

こ
の
本

際

を

了

し

て
、

わ

ず

か

ば

か

り

も

分

別

す

る

な

か

れ

。

(
ε
)
何

謂

'一正
業

度

無
極

有

二
六

事

弔

…

…

所
下
遵

二
正
業

一未

二
曾

妄

想

一
不

若
志

二
邪

品

↓
是

日

二
智

締

鱒

山
。

鼠

団
巴

紆

αq

冨

"=

器

パ
覧

昌

冨

、一
冨

p

邑

曾

℃
ξ

ぎ

冨

砕

仁
σq

σQ
g

"
Φ
墨

＼

…

巻

》

畠

αq
冨

、二
器

犀
胤

巨

冨

.
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鋤

ヨ
9

再
鼠
σq
ω
冨

αq
9

団
営

窓

餌
Φ

ロ
寡

。
。。
鎚
げ

ξ

ヨ

g

＼

そ

の

内
、

正
業

の
六

波

羅

蜜

と

は
何

か

。

:
…

・正
業

〔
に

よ

っ
て
〕

分

別

さ

れ

て

い
な

い
事

、

そ

れ

が
智

慧

の

〔波

羅

蜜
〕

で
あ

る
。

(ζ

)

以

二
平
等

一則

於

二
諸

法

一不

レ
懐

二
妄

想

司
此

乃
名

日

レ
還

二
入
径

路

司

旨
冨

日

冨

山
。
、一
嘗

旨

。
ぎ

ω
αq
巴

冨

団
巴

ヨ

鋤
ヨ

智

同
円
8
9q

℃
霞

巳

ξ

巴

冨

の
冨

侮
。
、一
嘗

旨

ド
旨

冨

営

αq
ω
冨

富

。。

ξ

9
、。

＼
＼

平

等

で
あ

る
が

故

に
、

如

何

な

る

法

に
対

し

て
も

分

別

し
な

い

の

で
、

そ
れ

故

に

道

に

趣

入

し

た
と

言

わ

れ

る

。

こ

の
内

(
δ

)

は

『
如

幻

三
昧

経
」

の
、

(
ε
)

は

『
賢

劫

経
』

の
、

(
ζ

)

は

『
諸

仏

要

集
経

』

の
経

文

で
あ

る
が

、

チ

ベ

ッ
ト

訳

か

ら

判

断

し

て

(
δ

)

(ζ

)

で

は

く
涛
巴
冨

が
、

(
ε
)

で

は

犀
巴
嘗

9

が

「
妄

想

」

と

訳

さ

れ

た

と

思

わ

れ

る
。

し

か

し
、

『
賢
劫

経

』

に

は
、

。
ゴ
o
ω
芸

㊤
目
。。
8
傷

ぼ

巳
o
ヨ

ω
①
ヨ
ω
目
Φ
傷

冨

、一
。。
Φ
B
ω

「
一
切
法

に
対

し

て
驕

慢

の
無

い
心
」

に
相

当

す

る
部

分

が
、

「
未

三
曾

㈹

働

妄
二想

一
切
諸
法
ご

と
訳
さ
れ
、
ぼ
ω
ξ
=

爵
B

b
鴛

暮
oσq
冨

傷
勉昌
号
σq
σq=

き
旨

℃
母

H8
αq
冨

ヨ
⑦侮
冨

「
身
体
の
分
別
と
清

浄
の
分
別
と
が
無
い
事
」
に
相
当
す
る
部
分
が
、
「身
明
口
浄
無
レ
有
二衆
想
ご
と
訳
さ
れ
る
な
ど
、
ヨ
睾
巻
鼠

が

「妄
想
」
と
、
〈
涛
巴
冨

が

「
想
」
と
訳
さ
れ
た
事
を
示
す
部
分
も
あ
り
、
「妄
想
」
の
全
て
を

く
貯
巴
智

な
ど
と
結
び
つ
け
る
事
は
で
き
な
い
が
、
(
δ
)
な
ど
右

記
三
例
の
様
に
パ
巴
冨

に
関
す
る
語
が

「妄
想
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
例
は
、
竺
法
護
訳
の
経
典
中
に
幾

つ
か
見
い
出
さ
れ
る
。
又

『度
世

⑲

⑩

品
経
』
な
ど
に
も

「妄
想
」
は
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
様
な
事
か
ら
、
西
晋
の
竺
法
護

(
二
三
三
i
三

一
α
)

の
時
代
に
至

っ
て
、

「妄

想
」
が
訳
語
と
し
て
定
着
し
、
多
用
さ
れ
る
様
に
な

っ
た
と
言
え
る
と
思
う
。

⑪

さ

て
、
「妄
想
」
の

「妄
」
の
意
味
に

つ
い
て
言
う
と
、
『
説
文
解
字
』
に

「妄
、
乱
也
。
以
女
亡
声
。」
と
記
さ
れ
、
『礼
記
』
の
注
疏

⑬

に

「
不
妄
指
者
、
妄
、
虚
也
。」
と
記
さ
れ
る
様
に
、
「妄
」
は

「み
だ
り
」
と

「虚
妄
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
又
、
慧
遠

(
五
二
二
ー

㈱

五
九

二
)
撰

の

『大
乗
義
章
』
に

「言
二妄
想
一者
。
所
謂
凡
夫
迷
実
之
心
。
…
…
所
取
不
レ
実
。
故
日
二妄
想
ご

「説
為
二妄
想
司
所
取
不
レ
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⑬

真

。

故

名

為

レ
妄

。
」

と

記

さ

れ

る

様

に
、

「
妄

」

は

「
不

真

」

と

い
う

意
味

も

持

つ
。

こ

の
内

、

「
妄

想
」

の
妄

が

「
虚

妄

」

で
あ

る

事

は

、

⑱

仏

駄

践

陀

羅

(
三

五

九

ー

四

二
九

)

訳

の

『
大
方

広

仏

華

厳

経

』

で
、

チ

ベ

ッ
ト
訳

の

ぎ
ω
α
巴

ω
Φ
ヨ
ω
一⇔
旨

僧
B

℃
貫

同
一〇
αq
ヨ
①
傷

鼠
》

⑯

・
:

「
身
体

と

心

に
対

し

て
分

別

せ

ず

、
」

に
相

当

す

る

部

分

が

「
遠

二
離

身

心

虚

妄

想

ご

と

訳

さ

れ
、

原

文

の

く
貯
亀
冨

が

「
虚
妄

想
」

㈱

と

訳

さ

れ

て

い
る

事

か

ら
も

判

る
。

又
、

竺

法

護

訳

『
持

人

菩

薩

経

』

の
経

文

「
其

有

為

法

。
…

…
由

レ
従

二
虚

妄

思

想

一
興

立

。
」

(
チ

ベ

ッ

㈱

ト
訳

は

、
.山
⊆
。・
げ
矯
掌。
ω
閃
胤

o
ゲ
o
ω
目

p
ヨ
ω
昌
一
:

・
団
o
渉

α
㊤
σQ

℃
⇔

日
⇔

覧
P

℃
9
、一
犀
二
旨

ε

げ
冨
αq
ω
冨

一器

ξ

信
渉
渉
o

＼
＼

「
諸

々
の
有

為

法

は

、

…

…

虚
妄

分

別

か

ら
生

ず

。
」
)

の
中

の

「
虚

妄

思

想

」

(
,。
暮

辞

巷

巴

犀
巴
窟

)

は

「
妄

想

」

の
意

を

よ

く

示

し

て

い
る

。
他

方

、

「
妄

想

」

の

「
妄

」

が

「
不
真

」

で

あ

る
事

は

、

竺

法

護

訳

の

『
大

宝
積

経
』

(
三

)

密

跡

金

剛

力

士

会

の
中

の

「
皆

由

二
不

真

妄

想

一而

窃

血
Ψ

　
い

ん　

興

。」
と
い
う
表
現
や
、
『菩
提
達
磨
四
行
論
』
の

「捨
レ妄
帰
レ
真
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
伺
い
知
れ
る
。

以
上
の
様
に
、
竺
法
護
以
前
に
つ
い
て
は
明
確
な
事
を
言
い
難
い
が
、
虚
妄
に
し
て
不
真
不
実
な
る
妄
り
な
想
念

「妄
想
」
は
、
竺
法

護
訳
の
経
典
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
竺
法
護
以
後
、
鳩
摩
羅
什
や
仏
駄
践
陀
羅
な
ど
に
よ
っ
て
も
使
用
さ
れ
た
。

こ
の
様
な
訳
経
史
的

背
景
の
中
で
、
求
那
嚴
陀
羅
は

『樗
伽
阿
祓
多
羅
宝
経
』
を
訳
し
、
〈
岸
掌。一冨

や

智
H涛
巴
℃
討

な
ど
を

「妄
想
」
と
訳
し
た
の
だ
が
、

次
章
で
は
、

一
般
に
な
ぜ

く
涛
巴
冨

な
ど
が

「妄
想
」
と
訳
さ
れ
た
の
か
を
、
原
典
を
参
照
し
て
考
察
し
た
い
。

三

 

(
一
)

に
示

し

た

『
四

巻

樗

伽

』

で
は

、

〈
貯
巴
冨

冨

H
涛

9。
菅

$

な

ど

が

「
妄

想

」

と
訳

さ

れ

て
お

り

、

(
二
)

に
示

し

た

『
維

摩

詰

所
説

経

』

で
は

、

ざ

ロ

ε

目
8
αq

冨

(
。。
櫛
ぢ
閃
巴
冨

(
")
)

に
対

応

し

て

「
妄

想
」

と

い
う
訳

語

が
用

い
ら

れ

て

い
た

。

そ

こ

で

こ

の
章

で

は
、

語

根

く
神
な

の
派

生

語

。・
p
ぢ
パ
巴
℃
P

<
涛
巴
冨

も

碧
一犀
巴
℃
♪

パ
巴
智

に

つ
い

て
考

察

し

、

こ
れ

ら

の
語

が

「
妄

想

」

と

訳

さ

れ

る

必

然

性

を

探

っ
て
み

た

い
。

㈱

そ

こ

で
ま

ず

沼
ぢ
犀
巴
冨

の
場

合

だ

が

、

ω⇔
ぢ
犀
巴
冒

は
、

ヨ
餌
ヨ
¢
。。
効
ぢ
犀
碧

冨

旨

巴

富

饗

「
私

の
気

持

を

知

っ
て

、
」

な

ど

と

、

単
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⑯

に

「
思

い
」

と

い
う

意

味

で
用

い
ら

れ

た

り

、

八

正
道

中

の

正

思

(
器

巳
巻

閃
器
ぢ
犀
巴
冨

)
と

し

て

用

い
ら

れ

た

り

す

る

。

又

或

る
場

合

に

は

、
紹
ぢ
閃
巴
。
は
諸

欲

を

生

ず

る
原

因

で
あ

り

、
心

の
安

定

の
為

に
静

め

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
も

の
と

さ

れ

る

。

後

者

の

例

を
以

下

に

挙

げ

る

と

、
原

始

仏

教

の
相

応

部

経

典

に

は

、

「
種

々

の
想

に
よ

っ
て
、
種

々

の
欲

が
生

ず

。」

。。
巴

搾
碧

冨

鼠

慧

叶鼠
膏

窟

贈一8
鋤
毛

℃
&

鋤
鉱

と　

　
ゆ

て　

な

。
げ
雪

α
⇔
ロ
鋤
昌
讐
冨
軌

＼
＼
)
・

「
人

の
想

念

〔
に

よ

る
〕

貧

が

愛
欲

で

あ

る

。
」

(
。。
9

閃
⇔
竈

⇔
冨

σq
o

唱
霞

冨
器
ω
螢

犀
餌
ヨ
o
＼
)
と

記

さ

れ
、

馬

鳴

⑱

作

の

『
サ

ウ

ン
ダ

ラ

ナ

ン
ダ

』

で
は

、

。。
蝉
ぢ
ざ

一窟

が

矢

に
塗

る
毒

に
讐

え

ら

れ
、

龍

樹

造

『
中

論

』

で
は

、

「
負

と

瞑

と
痴

と

は
,

想

Φ⑤

念

か

ら

生

ず

る

と

説

か

れ

る

。
」

(
惹
ぢ
犀
巴
冨

げ
冨

く
o

感

σq
o

伽
く
①
零

ヨ
o
ザ
昧
8

ざ

夢

矯
讐
o

＼
)
と

記

さ

れ

て

、
。。
Q
ぢ
パ
£。
ぢ
曽

が
諸

欲

や

三

㈹

毒

の
原

因

と

さ

れ

る
。

玄

奨

は
右

の

『
中

論

』

の

一
文

を

「
従

二
憶

想
分

別

(
生

二
於

貧

悉

擬

ご

と

訳

し

て

い
る

が
、

求

那

践

陀

羅

訳

『
大

㈹

方

広

宝

筐

経

』

に
は

、

同

一
の
教

理

が

「
善

男

子

。

是

貧

瞑

擬

従

レ
何

所

レ
起

。

答

日

文
殊

。
従

二
妄

想

一起

。
」

と

記

さ

れ
、

「妄

想

」

が

三

毒

の
原

因

と

さ

れ

て

い
る

。

又

『
中

論

』

十

八
章

の
月

称

註

に

は
、

》
越

讐
讐
冨

σQ
⇔
富
αq
¢
『
団
o
ω
〇
一轟

と

い
う
経

典

が
引

用

さ

れ

る

が
、

そ

の
経

に

は

「
煩

悩

の
止

滅

と

い
う

、
こ
れ

は
、

想

念

・
分

別

・
妄

想

の
止

滅

を

示

す

句

で
あ

る

。

想
念

.
分

別

.
妄

想

の
止

滅

と

い
う

、
こ

れ

は
、

憶

想

・
意

作

の
止

滅

を

示

す
句

で

あ

る

。
」

(
江

①
い
o
℃
詠

⇔
ヨ
㊤
ま

。。
鋤
ぢ
犀
巴
℃
碧

涛
⇔
ぢ
昌

霞
涛

o
ぢ
o
℃
縁
鋤
旨
9。
。・
巻

帥冨
α
巴

ゴ
ぞ
㊤
$

口
餌
日

⑱

＼
ω鋤
ぢ
閃
巴
℃
碧

涛
巴
℃
怨

母
涛
9
一℃
o
娼
詠
⇔
日
⇔
ゆ畝

紹
ぢ
旨
餌
ヨ
磐

⇔
。。
涛
曾

o
冨

鐙
ヨ
器
矯
巴
冨
侮
①
傷
三
く
9
$

ロ
9
巳
)
と

記

さ

れ

て

お

り

、
。。
餌
ぢ
犀
o
ぢ
P

〈
涛
巴
喝
P

b
費
涛
β。
ぢ
①

が

匹
Φ
緯

(
煩

悩

)

や

器
ぢ

冒
鋤
自

⇔
冨

。。涛

鍵
⇔

(
憶

想

・
意
作

)

と

関

係

づ

け

ら

れ

て

い
る

。

そ

れ
故

に
、

こ

の

様

な

器
唇
閃
⇔
ぢ
⇔

は

抑

止

さ

れ

な

け

れ
ば

な

ら

な

い

が
、

『
法

句

経

』

で
は

、

「
風

に

よ

っ
て
吹

き

上

げ

ら

れ

た

塵

を
雲

が
静

め

る

様

に
、

智

慧

に

よ

っ
て

〔も

の
を

〕

見

る

時

、

想

念

は

静

ま

る

。
」

(
雷

冨
旨

ζ
冨

8
日

く
簿
①
ロ
m
饗

叶ゲ
似
ヨ
o
σq
げ
o
娼
器
餌
旨
亀

ρ

①
〈
⇔
ぢ

ω
⇔
B
ヨ
き

二

⑳

ω⇔
唇
犀
碧

冨

矯
,。
魯

づ
⇔
ゆ
隷

饗

℃
鋤
ωの
ユ
)

と

、

智

慧

(

ぞ
き
　

づ
⇔
づ
コ
鋤
)

の

働

き

に

よ

っ
て

ω
餌
ぢ
犀
碧

唱
⇔

の
寂

止

す

る
事

が
説

か

れ

る

。

<
涛
言
掌。

は

、
分

別

し
構

想

す

る
心

作

用

で
あ

る

。

そ

の
事

を

示

す
も

の
と

し

て

『
倶

舎

論

』

で
は

、

三

種

の

分

別

(
〈
涛
巴
冨

)
即

ち

、

尋

(
〈
冨

蒔

⇔
思

惟
分

別

)

を

意

味

す

る
自

性

分

別

(
。・
〈
p
げ
冨

く
薯

涛

巴
冨

)
と

、

意

識

と

結

合

し

散

乱

し

た

慧

(
嘆

⇔
冒

鋤
)
を

意
味

す

る
計

度

分

別

(
⇔
げ
露
葺

9

巷

,。
三
犀
巴
冨

)

と

、

意

識

と

結

合

し

た

全

て

の
念

(
ωヨ

唄ε

を

意
味

す

る
随

念

分

別

(
碧

二
。。
ヨ
鶏
巷

零

涛
巴
冨

)
と
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⑳

が

説

か

れ

て

い
る

。

と

こ
ろ

で
、

こ

の

く
涛
巴
智

は

又
、

$

ぢ
パ
巴
蜜

同

様

、

煩

悩

を

生

ず

る
抑

止

さ

る

べ
き

心
作

用

で

あ

る
。

そ

の
事

を

示

す

例

を

挙

げ

る

と

『
サ
ウ

ン
ダ

ラ

ナ

ン
ダ

』

で

は
、

食

(
鋤
ゲ
母

9
)
自

体

は
悪

く

な

い

が
、

そ
れ

に
対

す

る
分

別

(
〈
涛

巴
冨

)

は

抑

止

さ

れ

る

と
説

か

れ
、

『
究
寛

一
乗

宝

性

論

』

で
は

、

「
分

別

と

は
、

業

と

煩
悩

の
集

起

す

る
因

た
る

非

如

理
作

意

で
あ

る

。
」

(
〈
降

巴
冨

、

翁む

蓉

畷
馨
。

犀
母

ヨ
⇔
匹

①
鐙
器
ヨ
¢
α
鎚

g。
『
簿
霞

昌

o
巳
い
o
日
9
昌
器
陣パ
曾
魯

)

と

説

か
れ

る
。

又

『
中

論

』

第

十

八

章

の
或

る

偶

文

に

は
、

「
業

と

煩

悩

は

分

別

か

ら

〔生

ず

。
〕
」

(
犀
母
ヨ
p
匡
縁
91
〈
界
巴
℃
o
$
ザ
)
と

説

か
れ

、

清

弁

は

こ

の
偶

に

註

し

て
、

「
業

と

煩

悩

と

は

、

好

ま

し

い
と

か
好

ま

し

く

な

い
と

か
構

想

す

る

事

を

特

徴

と

す

る

分

別

か

ら
生

ず

。
」

(
♂
。・
ユ
巴

ゆ
8

ヨ
9

ω
b
四
自
9
σq

昌
一

。・傷
蝦
αq

げ
餌

侮
9

＼

巨

㈱

。・島
⊆
αq

℃
費

パ
自
昌

ε

詳
o
σq

℃
9。
.一
8
富
冨

口

感
鮎

パ
覧

諺

鋤
旨

唱
霞

N
8
αQ

冨

一器

げ
畷
¢
》

ω
8

＼
)
と
述

べ
て

い

る
。

こ

の
様

に

く
貯
巴
℃
餌

は

、
業

と

煩

悩

を
生

起

す

る
非

理
作

意

(
曙

o
⇒
誌
o
ヨ
碧

器
涛
母

櫛
)

で
も

あ

り

、

『
唯

識

二
十
論

』

で
、

虚

偽

の
分

別

を

繰

り

返

す

事

に
よ

っ
て
浸

み

こ
ん

だ

習
気

を

対

治

す

る

出

世

間

の

無

分

別
智

(
δ
パ
o
暮
震
磐

マ
〈
涛
㊤
言
ε
ゆ
習

餌
)
を
得

る
事

に

よ

っ
て
覚

醒

す

る

(
筏
筈

&

伍
ゴ
o

㈱

げ
ゲ
碧

⇔
自
)

と

述

べ
ら

れ

る

様

に

、

開
覚

の
為

に
は

修

道

上

、

分

別

(
〈
弊
巴
冨

)

の
否

定

さ

れ

た

無
分

別
智

(
艮
H
≦
パ
巴
冨

冒

鋤
葛

)

が

必

要

と

さ

れ

る

。

づ
費
涛
曽
ぢ
9
も

。・⇔
ぢ
犀
巴
冒

く
涛
巴
冨

と

同

様

の

事

が

言

え

る

。
例

え
ば

『
摂

大

乗

論

』

の

チ

ベ

ッ
ト

訳

で
は
、

犀
§

ε

昏
o
σq
冨

(
長

尾

雅

人

氏

は

娼
費
涛
巴
℃
恥
と

、

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

に

還

元

)

に

よ

っ
て

閃
二
p

ε

げ

S
αq
。。
冨

、一
渉
o

ぴ
o

ゆ
己

(
噂
霞

涛
巴
営
雷
ω
く
薗
げ
ず
91
奉

)

が

あ

る

と

し

て
、

娼
霞
涛

巴
b
餌

が

ど

の
様

に
分

別

す

る
か

が
、

「
概

念

(
名

)

を

対

象

と

し

て

分

別

し
、

そ

れ

(概

念

)

を

他

に
依

る
と

い
う
実

存

の
上

に
相

と

し

て
把

握

し

、

そ

れ

(
相

)

を

見

て
執

着

し
、

種

々

に
考

察

を

廻

ら

し

て

言

葉

と

し

て

発
言

し
、

見

た
り

〔
聞

い

た
り

〕

な
ど

の
四

種

の
言

語

動

作

を

通

じ

て
世

間

的

な

言

動

を

な

し

、

ま

た

、

も

の
が

存

在

し

な

い

の

に
、

〔非

存

在

を

〕

存

在

と

誤

認

㈱

す

る

。」

と
説

明

さ

れ

て

お
り

、

『
維

摩

経

』

に

は
、

団
o
》
。。
。・
煽

詳
o
σ唾

冨

(
娼
霞

涛
巴
O
薗

分

別

)

が

「
菩

提

は

全

て

の
分

別

を

離

れ

て

い

㈱

る

。
」

(
ξ

9

島

g
げ

三

団
o
診

。・
⊆

#
o
σq

窓

臣

鋤
日
ω
。
巴

α
巴

耳

巴

び
鋤
、o

＼
＼
)

と

記

さ

れ

、

『
サ

ウ

ン
ダ

ラ

ナ

ン
ダ

』

で

は
、

「
こ

㈱

の
世

で

〔
人

は

〕

対

象

の
虚
妄

な

る
分

別

に
よ

っ
て
束

縛

さ

れ

る

。」

(
帥
び
習

富
冨

H
涛
巴
需

器

≦
萌亀

霧
冒

露

び
巴

ξ

簿
Φ
)
と

、

虚

妄

分
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別

(
四
び
び
黛

巷

魯
貯
巴
℃
鋤
)

に

よ

っ
て
束

縛

さ
れ

る

事

が

述

べ
ら

れ

て

い

る
。

犀
巴
℃
㊤

(
H
8
αq

℃
餌
)

も

く
津
巴
冨

な

ど
と

内

容

を

同

じ

く

す

る

。

例

え
ば

、

『
喩

伽

師

地

論
』

の
摂

事

分

で

は
、

「
分

別

と
言

わ

れ

る
も

の

は
、

欲

負

を

生

ず

る

も

の

で
あ

っ
て
、

智

者

に
よ

っ
て
放

棄

さ

れ

る

。
」

(
暮
o
σq

冨

諭

。。
巳

ξ

9

げ
四

。・
8

＼

、傷
o
似

り
o
.一
.自
o
伽

。
冨

ぴq
。・

㈱

ω
ξ

巴

冨

餌
①

＼
＼

ヨ
穿

霧

窟

ω
団
。
富

。。
二

聲

巴

げ
霞

げ
巻

＼
＼
)

と

述

べ
ら

れ

、

こ

の
部

分

を

玄
奨

は
、

「
名

ご
虚

妄

分

別

↓

能

生

一一於

⑬

欲

貧

司
智

者

當

二
遠

離

ご

と

訳

し

て

い
る

。

又

『
華

厳

経

』

で
は

、

「
全

て

の
世

間

は
心

に
よ

っ
て
分

別

さ

れ

て

い

る

。
」

(
、一一σq

H8
p

訪

胸

な

を

チ

Q
ヨ
。・
。
巴

ω
Φ
旨
ω
ξ

一の
耳

冨
σq
ω
冨

団
言

＼
＼
)
と
述

べ
ら

れ

、

こ

の
部

分

を

仏

陀

践

陀

羅

は

、

コ

切

諸

世

間

、
皆

従

二
妄

想

一生

。
」

と

訳

し

て

い

る
。

以

上

の
様

に
、

〈
障
巴
づ
P

紹

。5
パ
巴
娼
P

弓
興
涛
p。
言
P

訂

ぢ
㊤

は

、

物

事

を

思

惟

分

別
す

る
心

作

用

で
あ

る

と
共

に
、

愛

着

を

伴

い
諸

欲

や

煩

悩

を

生
ず

る
汚

れ

た
想

念

で
あ

っ
て
、

無

分

別

智

や

真

如

・
真

実

の
在

り

方

と

比

べ
れ

ば

、
妄

り

で
虚
妄

な
想

念

・
心

作

用

で
あ

る

。

そ

れ

故

に

し
ば

し
ば

、

こ

れ
ら

の
語

は

「
妄

想

」

と

訳

さ

れ
、

『
四

巻
樗

伽

』

で
も

先

例

に
従

っ
て
、

〈
貯
巴
冨

な

ど

が

「
妄

想

」
と

訳

さ

れ

た

と

思

わ

れ

る
。

四

以

上

私

は

、

(
一
)

で

『
四

巻

樗

伽

』

に

お

け

る

「
妄

想

」

を

考

察

し

た

後

、

(
二
)

で
初

期

漢

訳

経

典

に

「
妄

想

」
の
語

を

探

り

、
(
三

)

で

く
涛
巴
娼
斜

℃
醇

岸
9。
ぢ
⇔

な

ど

の
意

味

と

適

用

を

調

べ
て
、

『
四

巻

樗

伽
』

で

「
妄

想

」

と

い
う

語

が
用

い
ら

れ

る

理

由

と

背

景

を

明

ら

か

に
し

た

わ

け

だ

が

、

こ
の

章

で
は

、

『
四

巻
携

伽

』

に
於

け

る

「妄

想

」

の
記

述

と

、
初

期

の
禅

録

や
禅

論

書

に

於

け

る

「
妄

想

」

の

記

述

と

の
関

係

に

つ

い

て
調

べ
て

み

た

い
。

そ
う

す

る
事

に
よ

り

、

中

国
禅

に
お

け

る

「
妄

想

」

を

、

イ

ン

ド
仏

教

か

ら

中

国

仏

教

へ
の

思

想

の
流

れ

の
中

で
、

よ

り

明

確

に
把

握

で
き

る

と

思

う

か

ら

で
あ

る
。

そ

こ

で
ま

ず

、

中

国

禅

思

想

に
お

け

る

「
妄

想

」

の

基
本

的

理
解

を

示

す

例

を

幾

つ
か

挙

げ

る

と

、
『
菩

提

達

磨

四
行

論
』

で

は
、

『
斉
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⑬

㈹

知
之
所
解
者
、
是
妄
想
分
別
。」
・
「押
有
心
分
別
計
校
自
心
現
量
者
、
皆
悉
是
夢
。
覚
時
無
レ夢
夢
時
無
レ覚
、
此
心
識
妄
想
。」
.
「若
作
二

㈹

如
・此
謬

養

・疋
妄
想
心
顛
倒
.
不
・了
ご息

現
境
墨

名
為
二畷

心
ご

と
説
か
れ

羅

観
論
』
に
は
、

荷

多

妄
鑑

幣

.
想

あ
　

な

倉

竺

.
頁

為
・
於
蕪

心
中
顛

・
心
〔故
〕
.
乃
箋

想
ご

ζ

『
秘

法
要
』
に
は
、

コ

念
離
・東

皆
為
ゴ妄
想
ご

ζ

『
宏

智

広

録
』

に
は

、

「
只
爾

思

惟
分

別

底

、

是

妄

想

。

見

聞

覚

知

底

、

是

妄

想

。
」

と

記

さ
れ

て
、

「
妄

想
」

が
、

思

惟
分

別

し
見

聞

覚

知

す

る

心

作
用

で
あ

り

、

想

念

心

で
あ

り

、

ひ

と

し

並

み

の

知

で

解

さ

れ

た
内

容

で
あ

り

、

無

心

に
対

し

、

真

を

離

れ

た
念

で
あ

る
事

が

示

さ

れ

る
が

、

こ
れ

ら

の
表

現

を

可

能

に
す

る
要

素

を

『
四

巻

娚

伽

』

に
探

る

と

、

『
四

巻

樗

伽
』

で

は
、

五

法

の

内

の

「
妄

想
」

が

「
真

如

」

に
対

置

さ

れ
、

(
一
)

の

(
C
)

で
は

「
妄

想
説

ゴ
所

想

ご

と

い

う
表

現

が
用

い
ら

れ

て

い
る

。

又

、

右

に

引

用

し

た

『
菩

提

達

磨

四

行

論
』

の
文

中

に
記

さ
れ

る

「
自

心

現

量

」
・
「
自

心

現
境

界

」

は

『
四

巻

楊

伽

』
特
有

の

用

語

で
あ

り

、

こ

の
内

ω<
餌
。
葺

p
貸

骨

凶
・

旨
痒
養

の
訳

で
あ

る

「
臼

心

現

量

」

は

、

(
一
)

の

(
ー

)

な

ど

に
示

さ
れ

る
様

に
、

妄

想

を

生

じ

な

く

す

る
為

に
覚

知

さ

る

べ
き

内

容

で
あ

る

が
、

こ

こ

で
は

そ

の
、

分

別

さ

れ

た
自

心

現

量

な

る
も

の

が
、

夢

で

あ

り

心

識
妄

想

で

あ

る
と

さ
れ

る
。

こ
れ

は

、

(
一
)

の

(
f
)

の

「
観

察
世

妄

想

。

如

幻

夢

芭

蕉

。
」
と

い
う

記

述

に
類

似

し

て

い
る

。

他
方

「
自

心

現

境

界

」
は

ω<
p
。
葺

餌
貸

⑫

,。
〈
昼
鋤
団
伽
鴇

、
〈
曽
、

.
琶

蓄

σq
.
8
輸

の
訳
で
・
臼
心
所
現
の
対
境
を
意
味
す
霧

こ
こ
で
は
・

そ
れ
を
了
し
な
い
募

「妄
想
心
顛
倒
」
と
共
に
、

誤

っ
た
見
解
を
為
す
者
の
在
り
方
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に

「妄
想
」
物
除
去
に
つ
い
て
記
し
た
例
を
挙
げ
る
と
、

霊
.提
達
磨
四
行
論
』

に
は
、
「為
・除
喉

墨

修
二行
六
塵

而
無
・
所
・

鴛

是
為
ゴ称
懲

」
ζ

『伝
心
董

に
は
、
「如
今
但
学
二饗

頓
自
心二
墓

莫
・生
惹

躰

」
.
「白
強

田罹

↓
嚥

塵

労

、
自

然
不

レ
編

。
」

と

、

『
江

西
馬

祖

道

一
禅

師

語

録
』

に
は

、

「
了

二
心

及
境

界

州
妄

想

即
不

レ
生

。

妄

想

既

不

レ
生

、

即

是

無

生

法

忍

。
」

㈱

と

、

『
達

磨

大

師

悟

性
論

』

に

は
、

「
不

レ
生

二
妄

想

↓
名

二
浬

繋

ご

と

、

『
頓

悟

大

乗

正

理
決

』

に
は

「
若
妄

心

不

レ
起

、

離

二
一
切
妄

想

一者

、

αゆ

真
性

本
有

、

及

一
切

種

智

、

自

然

顕

現

。
」

な

ど

と

述

べ
ら

れ

て

い
る

。

こ

の
内

、

『
伝

心

法

要

』

の
、
・
無

心

を
学

ん

で
妄

想

分

別

を

生

ず

る

事

が

な

い

と
す

る
教

理
は

、

自

心

現

量
即

ち
唯

自

心

所

現

を

覚

知

す

る

事

に
ょ

っ
て
妄

想

が

生

じ

な

く

な

る

と

す

る

『
四

巻

樗

伽

』

の
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⑯

教

理

と

一
見
異

る
様

だ

が
、

『
四

巻
樗

伽

』

で

は
、

巳
い
。
騨
(
鴇
)
p
ぢ

。
律

⇔
ヨ
理
目
四
日

三

〇
葺

餌
ヨ
馨
鑓
ぢ

く
巴

鋤
旨
一

節
冨

ヨ

が

「
無

心

之

⑱

心
量

、

我

説

為

二
心

量

ご

と

訳

さ

れ

、

無

心

な

る

心

量

(
O
一費叶
9◎
ヨ
鋤
叶「
鋤
唯

δ
し
)

を

心

量

と

説

く

と

さ

れ

る

し
、

上

出
義

文

氏

も

述

べ
る
様

㈱

に

「
無

心

と

唯

識

と

は

結

局

同

じ

も

の
を

指

し

て

い
る
」

の

だ

か

ら
、

両

教

理

は
決

し

て
無

関

係

で
は

な

い
。

又

『
馬

祖

語

録
』

の

「
了

二

心

及
境

界

固
、

妄

想

即

不

レ
生

。
」

と

い
う

記

述

は
、

(
一
)

の

(
1

)

に

示

し

た

『
四

巻

楊

伽

』

の

「
不

レ
識

二
心

及

縁

司

則

起

一一二
妄

想

司

了

二
心

及
境

界

司
妄

想

則
不

レ
生

。
」

と

い
う

表

現

に
従

っ
て

い
る

と

思

わ

れ

る

が
、

『
四

巻

娚
伽

』

の

こ
の
部

分

は
、

『
歴

代

法

宝

記
』

に

制

も

、

無

住

和

尚

の
引

用

語

と

し

て

記

さ

れ

て

い

る
。

又
、

『
悟

性

論
』

の

「
不

生

妄

想

、

名

浬

藥

」
と

い
う

記

述

は

、

(
一
)

(
n
)

の

「
妄

想

識

滅

。

名

為

浬

葉

」

と

い
う
教

理

に
対

応

し

て

い
る

。

そ

の
他

、

引

用

文

と

し

て
、

『
伝

法

宝

記

』

に
は

、

「
菩

薩
摩

詞
薩

、

独

}
静

処

自

覚

観

察

、

不

レ
由

二
於

他

↓
離

二
見
妄

想

叫
上

上

昇

進

、

塾

訟

こ
　

く
げ

な

な

入
ご
如
来
地
↓
是
名
二
自
覚
聖
地
ご

・
「宗
通
者
、
謂
縁
二自
得
勝
進
相
↓
遠
ご
離
言
説
文
字
妄
想
殉…
…
…
」
と
い
う
、

「妄
想
」
の
語
を
含

む

『四
巻
樗
伽
』
の
経
文
が
引
か
れ
、
『歴
代
法
宝
記
』
に
も
、
『
四
巻
樗
伽
』
の

「経
経
説
二妄
想
鱒
終
不
レ出
二於
名

一℃
若
離
二
於
言
説
殉

綱

亦
無
レ有
二所
説
ご

と
い
う

「妄
想
」
の
語
を
含
む
経
文
が
、
無
住
に
よ
る
引
用
と
し
て
記
さ
れ
、
『樗
伽
師
資
記
』
の
浄
覚
の
自
序
に
は
、

畑

『四
巻
樗
伽
』
に
記
さ
れ
る

「妄
想
」
な
ど
五
法
が
提
示
さ
れ
る
。

こ
の
様
に
、
禅
の
語
録
や
論
書
の
内
に
、
『
四
巻
樗
伽
』
の

「妄
想
」
の
記
述
の
影
響
を
受
け
た
箇
所
は
幾
つ
か
存
在
す
る
が
、
(
こ

の
引
用
文
か
ら
判
る
様
に
、『
四
巻
娚
伽
』
に
は

「妄
想
」
に
つ
い
て
多
く
の
事
が
論
述
さ
れ
て
い
る
し
、『四
巻
樗
伽
』
は
、
初
期
の
禅
宗

に
お

い
て
重
要
な
経
典
と
さ
れ
た
わ
け
だ
か
ら
、
右
記
の
禅
録
や
禅
論
書
の
表
現
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
雪
峰
義
存

(八
二
二

鯛

ー
九
〇
八
)
が
、
「臼
己
事
若
未
レ
阻

何
処
消
二
得
許
多
妄
想
ご

と
述
べ
た
り
、
(
一
)
に
示
し
た
様
に
、

無
業
や
雲
門
が

「莫
妄
想
」

と
述

べ
る
な
ど
、
「妄
想
」
と
い
う
語
が
禅

で
用
い
ら
れ
る
背
景
に

『
四
巻
樗
伽
』
の
存
在
し
た
事
は
、
看
過
で
き
な
い
事
だ
と
思
う
。

さ

て
以
上
記
し
た
中
国
仏
教
に
於
け
る

「妄
想
」
は
、
仏
教
の
伝
来
と
共
に
、
日
本
の
仏
教
に
於
い
て
も
用
い
ら
れ
、
禅
宗
で
も
、
棄

去
す

べ
き
心
象
と
し
て
数
々
用
い
ら
れ
た
。
そ
こ
で
臨
済
禅
の

一
例
を
挙
げ
る
と
、
江
戸
時
代
の
禅
僧

・
白
隠
慧
鶴

(
一
六
八
五
1

一
七
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幽

六
八
)
は
、
「十
二
時
辰
、
三
四
威
儀
た
け
く
精
彩
を
つ
け
、
間
も
な
く
励
み
進
み
侍
ら
ば
、
い
つ
し
か
妄
想
思
量
の
境
を
打
ち
越
え
、…

醜

…
」

.

「自
己
脚
躁
下
の
大
事
を
了
簡
分
別
し
て
以
て
足
れ
り
と
せ
ば
、

一
生
妄
想
の
魔
網
を
破
る
こ
と
能
は
じ
。」

な
ど
と
、
「
妄
想
」

の
境
を
打
ち
越
ゆ
べ
き
方
法
や

「妄
想
」
の
魔
網
を
破
れ
な
い
場
合
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。

「妄
想
」
の
適
用
は
仏
教
内
に
限
ら
な
い
。
「妄
想
」
は
、
民
衆
の
間
に
広
ま

っ
て
、
狼
雑
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
、
「
淫
ら
な
思
い
」

圏

と
か

「う
わ
ご
と
」
と
い
う
意
味
で
も
用
い
ら
れ
た
。
や
が
て
こ
の

「妄
想
」
は
、
心
理
学
用
語
に
借
用
さ
れ
、
「被
害
妄
想
」
「誇
大
妄

想
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
様
に
な
る
が
、
今
日
様

々
な
場
合
に
用
い
ら
れ
る

「妄
想
」
が
、
仏
教
の
長
い
歴
史
の
中

で
形
成
さ
れ
て
き
た

言
葉
で
あ
る
事
は
、
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

〈
略
号
表
〉

U

臼

・

い
p
渉
ド

℃
①
ド

℃
●
↓

●
ω
・

U
①
嶺

o

巴

三

〇
p

い
鋤
臣
パ
鋤
く
舞

倒
鎚

-
ω
口
け
鎚

田

げ
一
一〇
浄

①
0
9
0

雷

三

〇
ロ
ω
冴

く
o
一
●
H

巴

.
しd
.
Z

き

」
9

0

雷

三

⊂

ロ
才

。
邑

q

中

①
吻
9

閑

苫

8

H
O
N
ω

℃
Φ
鉱
口
oq
o
象

氏
o
口

霊

臣

↓
①
艮

の
。
9
①
q

大
正

大
正
大
蔵

経

『
四
巻
樗
伽
」

求
那
駿
陀
羅
訳

『樗
伽
阿
駿
多
羅

宝
経
』
大
正

一
六

℃
℃
●
膳○。0
1
釦
置

'

ー

註
ー

ω

『広
辞
苑
』
岩
波
書
店

℃
』
一
。。
ω

②

『
精
神
医
学
事
典
』
弘
文
堂
、
昭
和
五
十
年

℃
・
①
ω
ら。
『
世
界

大
百

科
事
典

』

平
凡
社
、
く
o一』
目
o
・
認
①
参
照

③(4)

宮
本
忠
雄

『
妄
想
研
究
と
そ

の
週
辺
』
弘
文
堂
、
昭
和
五
十
七
年

℃
●
し。
8
『論
語
引
得
」

『荘

子
引
得
』

『漢

書
索
引
」

『
文
選
索
引
』
な

ど
、
仏
教
以
外
の
中

国
の
古
典

の
諸
索
引

に

「妄
想
」
の
語
を
探
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⑤⑥⑦⑧⑨

し
た
が
、

見
い
出

せ
な

い
。

「妄
想
」
が
仏
教
特
有

の
用
語
で
あ

る
事
に

つ
い
て
は
、

中
国
文
学
者
、
入
矢
義
高
先
生

の
助
言
を
受

け
た
。

上
田
義
文
、

「妄
念
論
」

(
『印
度
哲
学
と
仏
教
の
諸
問
題
』
岩

波
書
店

昭
和

二
十
六
年
所
収
)
℃
●
H露

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』

に
は
妄
想

に

つ

い

て
、

「虚
妄

の
想
の

意
。

又
妄
想
分
別
と
も
名
つ
く
。
即
ち
虚
妄
顛

倒
の
心
を
以
て
諸

法

の
相
を
分
別
す
る
を
云
う

。」
と
説
明
さ
れ
、
織

田
得
能
著

『
仏

教
大
辞
典
』

に
は
、

「妄

に
分
別
し

て
種

々
の
相
を
取
る
を
妄
想

と
云
う
。」
と
説
明
さ
れ
、
中
村
元
著

『
仏
教
語

大
辞
典
』
に
は
、

「
真
理
に
背

い
た
虚
妄
不
実

の
想
念
」
な
ど

「妄
想
」

の
幾

つ
か

の
意
味
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
初
達
磨
禅
師
、
以
二
四
巻
拐
伽

一授
レ
可
日
。
我
観

ご漢
地

一惟
有
二

此
経
弔
仁
者
依
行
自
得
レ度
レ
世

。」

(
『
続
高
僧
伝
』
巻
第
十
六
、

慧

可
伝
)
大
正
五
〇

℃
.
q
総

ぴ

柳

田
聖
山
氏

は
、

『樗
伽
経
』

と
ダ

ル

マ

・
恵
可

の
結
び

つ
き
は
、

法
沖

の
時
代

に
至

っ
て
は

っ

き
り
し
た
伝
統
と
な

っ
た
ら
し

い
、

と
述

べ
て
い
る
。

(柳

田
聖

山

『
初
期

の
禅

史
1
』
禅

の
語
録

2

筑

摩
書
房

昭
和
四
十
六

年

ワ

HO
)

「凡
学
者
致
レ
問
、
師
多
答
レ
之
云
、

莫
二妄
想

ご

(
『
景
徳
伝
燈
録
』

巻
第

八

新
丈
豊
出

版
公
司
印
刊

℃
・ド
ω
N
)

「
時
印
宗
問
ご衆
人

ハ

汝
総
見
三
風
吹

二幡
干

「

上
頭
幡
動
否
。
衆

言
、
見
レ
動
。
或
言
、
見
二
風
動
↓
或

言
、
見
二
幡
動
司
不
二是
幡
動

「

是
見
動
。
如

レ是
問
難
不
レ
定
。

恵
能
於
二
座
下

一立
、

答

二法
師

h

α◎ω⑫

 

03⑮ ⑭

自
是
衆

人
妄
想
心
動
与
不
動
、

非
二
是
幡
動

司

法
本
無
レ
有
二動
不

動
ご

『
歴
代
法
宝
記
」

(柳

田
聖
山

『初
期

の
禅
史
H
』
禅

の
語

録

3

所
収
)
や

旨
。。

「諸
和
尚
子
、
莫
妄
想
。
天
是
天
、
地
是
地
、
山
是
山
、
水
是
水
、

僧
是
僧
、
俗
是
俗
。」

『
雲
門
広
録
』

(柳

田
聖
山
主
編

『
四
家
語

録

・
五
家
語
録
』
禅
学
叢
書
之
三

中
文
出
版
社

所
収
)
℃
」
O
駅

長
沙
景
寄
も

こ
の
語
を
用

い
て
い
る
。

「長
沙
和
尚
因
竺
尚
書
問
。

蛆
矧
斬
為
二
両
段
叩

両
頭
倶
動
。

未
審
仏
性
在
二
阿
那
頭

叩

日
、

　

　

　

莫
妄
想

。」
『
大
慧
正
法
眼
蔵
』
巻

六

卍
続
蔵
経

一
一
八
冊

℃
●
に
q。

「言

二無
心

一者
即
無
妄
想

心
也
。」

「衆
生
迷
妄
。
於

二無
心
中

一而

妄
生
レ
心
。
」

「我
錐

二無
心
司
能
見
能
聞
能
覚
能
知

。」

『
無
心
論
』

(
『
鈴
木
大
拙

全
集
』
第

二
巻

所
収
)
竈

』
δ
i
曽
り
参
照
。

原
田
覚
氏
も
、

こ
の
述
語

(妄
想
)
が
古
く
か
ら
禅
宗

に
と
り
入

れ
ら
れ
て
い
た
事
を
認

め
て
い
る
。

原
田
覚

「『
頓
悟
大
乗
正
理

決
』

の
妄
想
説

に
つ
い
て
」

『印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
二
十
五

巻

第
二
号

℃
・
蕊
O

例
え
ば
、

昌
耳
く
涛
巴
冨

げ
冨

く
雲

犀
o
昌
帥
(
い
9
》
犀
・

℃
・
b。
㎝
)

が

『
四
巻
樗
伽
』

で

「離
二妄
想

}者
誰
」
と
訳
さ
れ
る

の
に
対
し
、

『
入
娚
伽
経
』

で
は

「
云
何
無
分
別
」
と
、
『
大
乗
入
樗
伽
経
』

で

は

「
云
何
離

二分
別

一」
と
訳
さ
れ
る
。

(
大
正

=

ハ

℃
』
。。
O
P

℃
・黛
り
o
堕
℃
・
8
H
鋤
)

『
四
巻
樗
伽
」

大
正

一
六

ワ

暫
H
鋤

同
右

℃
』
H
ド
げ
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っ
て
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三
漢

訳
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そ
れ

ぞ
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種

種

不
実

義

」

「
種
種

諸

義

」

「
種

種
自

心
所

現
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境

界
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あ

を

か
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、

9
げ
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9

理
臣

9
く
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。
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愚

び
プ
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ぞ
縁
弩
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種

々
の
虚

妄

な

対
象

を

愛
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る

事

か

ら

、」

が

正

し

い
と
も

思

わ

れ

る
。

ピ
9

ド

℃
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認

の
脚

註

に

は

昏
愚

げ
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O
ゲ
言
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ゴ
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。
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ぢ
呂
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訂

算
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四
巻

樗

伽
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℃
●
劇
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刈
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同
右

や

蟄

H

ぴ
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訂

穿
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℃
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刈

内

藤

氏

は

『
大
方

便

仏

報

恩

経
』

を
、

五
世

紀

に
中
国

で
改

修

構

成
が

行

わ

れ

た
翻

訳
経

典

だ

と
考

え

て

い

る
。

内

藤
龍

雄

「
大

方

便

仏

報

恩

経

に

つ
い

て
」

『
印

度

学
仏

教

学

研

究

』
第

三
巻

第

二

号

℃
・①
零

大

正

五

五

℃
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。

大
正

四

九
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大
正

三

℃
●
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℃
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①
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℃
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①
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。。
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搾
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濠
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①
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℃
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。
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℃
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⇔
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℃
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⊥
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・℃
且

g

娼
鋤
罠
ヨ
冨

、、

bd
&

臣

巨

ω
き

。。犀
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①
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一
四

や

思
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四
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自
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℃
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四
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正
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四
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①
ド
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大
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四
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①
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正
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℃
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℃
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に
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訳

経
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仏

訳
を

次

に
記
す

。

"象

麸

号

訂

.彗

ξ

巴

や
。

"σQ
鋤
.」ヨ
巴

山
。

＼
＼

畠
⑦
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＼
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℃
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①
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⇔
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℃
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蓉

⊥
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℃
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生
存
年
代
は
、

岡
部
和
雄

「
竺
法
護

伝
再
構
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の
試
み
」

『仏
教

史
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二
巻
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ワ
O
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段
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解
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』
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台
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印
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℃
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①
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収
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℃
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℃
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岸
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憎
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貧
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。
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嶺

噂
μ
o
刈
I

H
)器

纂

巴
冨
蕊

巴
恒

冨

ぼ

℃蝕
8
鼠
量

碧

亀
書

珍

書

＼

⑯⑫)(珍Φ(Ul)¢⑧(聾o

 

㈱㈱ ㈱ ・㈱

晋

薯

信
算

冨

曇

ぢ
冨

鼠

く
奮

旨

紅

蹄
碧

。
碧
思

＼
＼

(
.、↓
冨

ω
器

巳

舞
露

雪

母

。
h
ま

く
品

げ
。
紹
.、
①
α
●

M
●
第

冒

言

ω
ε
p

O
鳳

。
a

C
乱
く
。
邑

嬉

中

。
吻
吻
目
㊤
・。。。
娼
.㊤
ω
)

.、ζ

巴

ξ

ρ
§

ぼ

臥鍵

墨

。
剛

罫

晦
鋤
昔

畠

.、
三

爵

鳥

。

。
§

'

日
2

仲亀

・

牢

蓄

言

碧

爲

び
団

§

侮
爵

圃碁

しd
&

爵

凶。・砕

ω
鎚

の互

酔

↓
。
誉

.
Z
9

δ

℃
・H
零

大

正

三

〇
.
℃
・陪

鋤

大

正

一
四

ワ

ミ

O

。

..ζ

巴

げ
冒

ヨ
9
閃
激
91曾
鐸

。
{
Z
箇
oq
理
甘

§

ご

上
掲

書

ワ

呂

ω

U
冨

欝
ヨ
巷

巴

櫛

℃
●↓
.ω
・
や

O
り

良

く
鐸

菩

巨

櫛

ξ

琶

冨

ザ

＼

・・爵

げ
冨

品

薮

三
喜

餌
愚

⇔
・
。・
・

§

・
舅

匡

鼠

＼

・
…

.＼

響

畠

・≦

音

≦

葵

昔

。

・
琶

喜

＼

:

』

§

ξ

§

勘
算

督

く
働
げ
鼠

鋤
ミ

黄

訂

-

ζ

潜
暴

8

、薯

や
蕊

諮

ヨ
習

・
ω
剛

〈
冨

。・
贔

。・
具

忌

。・§

蝕
く
鋤

ヨ
鋤
口
霧
団
.＼
＼

(
》
ぴ
ぼ
畠
ゲ
舞

目
僧
犀
。絵

ぴ
ゲ
欝
冨

上

掲
書

や
』

b。
)

蕾

爵

象

毎

慧

㌫

簿

じ
・
一琶

℃
。
、g

言

§

藁

㊦
＼
(
..享

①

Oo
鋤
躍
口
匹
ρ墨
昌
ρ
ロ
山
僧

。
{
〉
珍

9
σq
げ
o
留

.、
上
掲

書

ヤ

鴇
)

中

村
瑞

隆

『
梵
漢

対

照

・
究

寛

一
乗

宝
性

論

研

究

』

昭

和

三
十

六

年

や

日

..蚕

貯

婁

・
犀
臥

・冨

。
h
z
鋤
『・
豊

§

..
前
掲
書

℃
・
基

℃
σ
ド

芭

・
㊤
ぜ

・
§

志

占

、

芭

鋤

言

薯

蝕

翼

絶

。
犀
。
琶

琶

三

慰

℃
鋤
斎

昌
賠

げ
藁

鷺
菩
&

き

。
げ
冨

蔓

ぎ

岳

一書

咽
督

奮

爵

朕
&

鼻

巴
帥
鼻

量

・

旨
餌
8

。。9
ぢ
ヨ
昆

冨
耳

餌
畠

山
.
.
・

(紹

ざ

冒

寂

く
帥婚
≦

旨
碧
ユ
・



妄想の一考察48

㈱O釣03の(璋つ(証30㈱(珍$

日
響
茜

鼠
吻
匡
傷
甑

・
U
①
億
図

昏
麟
帥ま
o。
山
o

<
霧
口
げ
帥
ロ
匹
げ
鎧

"

<
一日
-

紛

ユ
訂

(
一僧

≦

£

邑

ロ
①)

9
6
8

ヨ
℃
品

幕

①
畠
、§

①
①
巷

一ざ
巴

§

窪

箕

o
吻ρ

9

↓
ユ
ぢ
隆
訂

(
一帥

↓
『
Φ
コ
けP
一昌
①
)

磐

8

一〇

8

旨
目
o
艮
巴
「①

傷
①

ω
酔ぼ

茜
ヨ
鋤
ρ

℃
陶
ユ
。・
H
㊤
謡

や

り
)

長

尾

雅

人

『
摂

大
乗

論

・
和

訳

と
注

解

』

イ

ソ
ド

古
典

叢

書

講

談

社

昭

和

五

十

七
年

、
チ

ベ

ッ
+

訳

(同

書

℃
・
δ
)
を

次

に
記

す

。

ざ

昌

ε

詳
。
σQ

冨

。。
』=

什貰

ざ

昌

ε

ユ
。
σq

＼

山
巨

『q
吻
℃
騨。
σq
9

匹
巴

＼

巨

ω
訂

昌

日
碧

、傷
。。
ぎ

冨

oq
巴

畠
巴

＼
日
渉
8

窟

風

自

冨

σq
巴

山
巴

＼
計

σq
犀
信
鄭
嵩

ω
。。一〇
》

訂

αq巴

母

ひ

＼
件冨

巴

巴

αq
巴

畠
巴

＼

吻σq
8

、自
o
σq
吻
髭

σq
巴

讐
ω

障
§

ε

誹
o
σq

8

冨

＼

巳

5、
αq
一吻
山
臥

αq
ω
醤

畠
巴

＼

αq
"
碧

σq
胤

き

巴

臨

渉
。

ぴ
。

田
庫

一帥

号

『

日
8
冨

ロ

ヨ
碧

、牙
言

冨

侮
巴

＼
ぽ
9

げ
器

畠
①

鼠

ヨ
ぽ

ロ

℃
碧

"
。
昌

冨

畠
巴

＼
ヨ

鋤
ヨ

℃
母

き

。q
冨

旨

ρ
諺

ξ

陣吻

富

σq

犀
§

畠

吻
。。一9

訂

匹
9

＼

ヨ
爵

旦

訂

一p
。・
。碧

冨

一冨

・・諏
巴

げ
"
一
℃
o

紆

σq

oq
凶ω
酔訂

。。ゆ
餌
山

、α
。σq
ω

忘

傷
巴

＼

日
a

冨

、一
価
。
昌

一櫛

団
o
畠

山
o
"
①
ω
。。αq
3

"鮎
。σq
ω

冨

。。

パ
§

ε

H
8
αq

oq
。

＼

℃
①
ド

<
o
一
.
Q。
心

℃
.
G。
H
l

癖
-

Q。

.、↓
ゲ
①

の
9
仁
民

碧

9
畠

昌
号

。
h

>

弧
く
畠

げ
。
留

、、
前

掲

書

℃
・
綬

℃
o
ド

〈
o
一
●
H
8

℃
・
ω
H
O
l

H
l

刈

大

正

三

〇

℃
・
ω
①
O

。

勺
o
ド

<
o
一
.
誤

℃
●
○◎
Q。
ー

H
i

①

大

正

九

や

癖
罐

。

『
菩

提

達

磨

四

行

論

』

・

前

掲

書

℃
』

鱒

㈹ ㈱ ⑳ ㈱甦4…)(144》(聾4⇒(}4⇒G41)(}4Φ⑳ ⑯㈱

同
右

℃
.お

同
右

℃
・圏

『絶
観
論
』

(
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第

二
巻

所
収
)
ワ

一㊤
り

同
右

℃
・H
。。
。。

入
矢
義
高

『
伝
心
法
要

・
宛
陵
録
」

禅

の
語
録
a

昭
和
四
十

四
年

や
ω
O

大
正
四

八

℃
』
刈
げ

い
巴

ド

ワ
O
b◎
鳩
唱
・H
b。
刈

『菩
提
達
磨
四
行
論
』
前
掲
書

℃
・
置

『伝
心
法
要
』
前
掲
書

℃
芦
ω
駆

同
右

℃
」
ω
α

『
江
西
馬
祖
道

一
禅

師
語
録
』

(
柳
田
聖

山
主
編

『
四
家
語
録

・

五
家
語
録
』
禅

学
叢
書
之
三
、
所
収
)
ワ
㎝

引
用
し
た
部
分
を
、

前
後

の
文
と
共
に
記
す
。

二

悟
永
悟
、
不
一復

更
迷
↓
如
二
日
出

時
不
7合
二
於
暗

「
智
慧

日
出
不
下与

二煩
悩
暗

一倶
加
了
二
心
及
境
界

ハ

妄
想
即
不
レ
生
。
妄

想
既

不
レ
生
、
即
是

無
生
法
忍
。
本
有
今
有
、

不
レ仮

二修
道
坐
禅

ハ
不
レ
修
不
レ
坐
、
即
是
如
来
清
浄
禅

。」

『達
磨
大
師
悟
性
論
」

『
卍
続
蔵
経
』
第

二

〇
冊

℃
・。。
属

『頓
悟
大
乗
正
理
決
』

(
長
谷
部
好

一

「吐
蕃
仏
教
と
禅
」

愛

知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要

第

一
号
所
収
)
ワ
。。
H

『
正
理
決
』

に
は
幾

っ
か

『
大
乗

入
樗
伽
経
』

(
七
巻
携
伽
)

か
ら

の
引
用
が

あ

る
。

ピ
巴

閃
・
マ
属
ω

①

聴
ミ
偽
§
ミ

旨

覧

ω。
ヨ
吻
欝

旨

ω峠。

(℃
①
ド

ぎ

ド
b。
ゆ
ワ

㎝
。。ー
ω
ー
α
)

「決
定
唯
是
心
」

(『
大
乗
入
樗



49妾 想 の一考察

⑲㈱制α5オ働(15釦征5題個

伽
経
』
大
正

一
六

ワ

8
り
。

『
四
巻
樗
伽
』
や
㎝
O
O
げ

『唯
識
三
十
論
』

で
は
、
唯
現
象
識
性

(
<
ご
g

℃
臨
ヨ
似
蕾

鼠
)

に
定

ま

っ
た
心
が
、
無

心
で
あ
り
、
無
取

得
で
あ

り
、
出
世
間
智

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

る
。

葦

島
鉱
毒

ぢ

く
二
言

嘗

ヨ
倒
欝

感
愚
ぢ

。
搾
↓ρ
ヨ

ρ
話
。。ま

畠
月

げ
冨

≦

ユ
＼
一僧
岳

寄
侍冨

彊

毒

碧
巴

凍
饗
冨

詳
唄
蝉
冨

＼

§
ミ
。

、昌
ξ

巴
自
目
窪

。

、。。窪

旨
習

帥
紹

一。
ぎ
暮
母
薗
ぢ

。
9
鼠
什

＼

(.、≦

冒
昌
ユ
日
鋤#
卑
卿
-

m
達
山
ぼ
、、
↓
ユ
ヨ
鰹
犀
餌
騨
く
①
o
一①
8

日
ヨ
①
昌
一鉱
3

傷
①
ω
窪
一ヨ
ヨ
帥
臨

前
掲
書

℃
・餐
)

上
田
義
文

「無

心
に
つ
い
て
」

(『
福
井
博
士
碩
寿
記
念

・
東
洋
思

想
論
集
』
昭
和
三
十
五
年
)
℃
.。。O
。。

上
田
氏
は
、

「唯
識
説
と
禅
」

(
『
仏
教
学
研
究
』
2
。
・ド
ρ
嵩

昭
和
三
十
四
年

唱
」
O
i
誤
)
で

も
、
唯
識
と
無

心
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。

「
即
引
樗
伽
経

云
、
愚
夫
楽
妄
説
、
不
聞
真
実
恵
。

…
…
於
妄
想

心
境
、
愚
生
二
種
見
。
不
識

心
及
縁
、
即
起
二
妄
想
。
了
心
及
境

界
、
妄
想
即
不
生

。」

『
歴
代
法
宝
記
』

前
掲
書

℃
』
N
①

『伝
法
宝
記
』

(柳

田
聖
山

『初
期

の
禅
史
1
』
禅

の
語
録

2
)

℃
・ω
鍵

『
四
巻
樗
伽
』

の
引
用
箇
所
、
大
正

一
六

℃
・
℃
●
畠
刈
げ

同
右

や
も。
。。
"

大
正

一
六

や
お
O
。

『
歴
代
法
宝
記
』
前
掲
書

℃
』
ω。。

『
四
巻
樗
伽
』

大
正

一
六

マ
0
8

げ

『
楊
伽
師
資
記
』

(
柳
田
聖
山

『
初
期

の
禅
史

1
』
禅

の
語
録

2

所
収
)
℃
・
①
ω

『
雪
峰
語
録
』

(『
四
家
語
録

・
五
家
語
録
』
前
掲
書

の
附
録
)

(15"慨}(15助

ワ

漣
㊤

『藪
柑
子
』
(『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
五
巻

龍

吟
社

昭
和
九
年
)

℃

.
。。
b。
ド

『遠
羅
天
釜
』

(『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
五
巻
)
℃
●謀
。。

夢
窓
疎
石

(
=

一七
五
ー

一
三
五

一
)
の

『夢
中
問
答
』

に
は
、

妄
想

に
つ
い
て
、

「
い
ま
だ
本
分

に
は
到
ら
ざ
る
人
の
識
情

を
以

て
、
其

の
言
句

に
随

つ
て
義
理
を
領
解
す
る
は
、
悉
く
是
れ
妄
想

な

り
。し
と
説
か
れ
る
。

(
佐
藤
泰
舜
校
訂

『
夢
中
問
答
』
岩
波
文

庫
、
昭
和
九
年
、
℃
.c。躯
)

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
(
19
)
小
学
館

昭
和
五
十

一
年

℃
』
呂

参
照


